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プロローグ








　溢れ出る蜜を啜る水音が、静かなベッドルームの中でたまらなく淫猥に聞こえる。

　およそひと月半ぶりの行為だからか、今夜はやけに身体のあちこちが敏感になっているみたいだ。

「沙さ耶や……君が垂らす蜜は、どうしてこうも甘いんだろうね。僕が考えるに、君が強く感じれば感じるほど蜜の糖度が増すと思うんだが、そのあたりについて意見を聞かせてもらえるかな？」

　沙耶の秘裂に舌を這わせていた賢けん人とが、視線を上げて思案顔をする。目が合い、その眼光の強さに花芽がジィンと熱くなった。

「そ……そんなの、わかるわけないでしょっ……」

「ふむ……確かに実際に味わってみなければわからないだろうね」

　賢人はそう言うなり、蜜窟の中に硬く尖らせた舌を差し込んできた。先端が蠢き、辺りをねっとりとめくり上げるように舐め回す。上目遣いに見つめられながら蜜窟を愛撫されて、沙耶は顎を上向けて息を荒くした。

「ぁんっ……。あっ……あぁ……」

　心地よさにうっとりと目を閉じていると、賢人がおもむろに上体を起こし沙耶の上にのしかかってきた。唇を重ねられ、舌で口の中をねっとりとまさぐられる。口移しで自分の垂らした蜜を味わわされ、全身の肌が熱くざわめいた。

「どう？　甘いと思わないか？」

　唇の隙間を舌でゆっくりとなぞられ、かろうじて首を縦に振った。

「それにしても、今日は一段とぐしょ濡れだね。もしかして、もうずっと前からこうなっていたのかな？　そう言ってくれたら、すぐにでも相手したのに……。それとも、僕の様子を見てあえて焦らしてたとか？」

　賢人がそう訊ねながら、ふっくらとした乳暈をちゅうと吸った。

　ベッドに仰向けになっている沙耶の身体は、もうすでに賢人の愛撫によって熱く火照っている。

「そ……んなわけ──あっ……あ……んっ……！」

　熱く潤う蜜窟の中に指を挿れられ、ぷっくりと腫れあがった花芽を舌先で捏ねられる。

「は……ぁんっ……！　ゃあんっ……気持ちい……あっ、ああっ……！」

　賢人の指が蜜壁の上壁をまさぐる。

　そこに潜む快楽の源を刺激され、沙耶は我にもなく嬌声を上げて身を捩った。

「沙耶……いいね。……今夜の君は、すごくいい。……ちょっと自制が効かなくなるレベルだ」

　賢人が低い声で呟きながら、ゆっくりと身を起こした。膝立ちになっている賢人のものが腹筋を貫かんばかりに硬く猛っている。

　沙耶はそれに見惚れながら、身体を反転させた。上体を低くした姿勢で四つん這いになり、無意識に上唇を舐めて息を荒くする。

「いい眺めだ」

　沙耶の痴態を見る賢人の目に、淫欲の色が浮かんだ。彼は沙耶の双臀に手を伸ばし、指先で肌を少しだけ引っ掻いてニンマリする。

「ね……お、お願い、賢人……焦らさないで早く挿れて」

　欲望を抑えきれなくなった沙耶は、うしろを振り返りながら腰を揺らめかせた。そんなふしだらな動作を見て、賢人が眉根を寄せながら微笑みを浮かべる。

「僕の奥さんは、思っていた以上に淫乱だな。……いいよ。僕も今、そうしようと思っていたところだ」

　腰を引き寄せられ、挿入後に即最奥を突かれた。そのまま捏ね回すように子宮に続く丸い膨らみを刺激される。

「あっ……！　あああああんっ！」

　体勢をたもてなくなり、沙耶は再度上体を伏せて嬌声を上げる。双臀に腰を打ちつけられる音が、たまらなく淫らだ。

　沙耶がうっとりと目を閉じて享楽に身を任せていると、賢人が両方の手で左右の尻肉を強く掴んできた。

「ひっ……あ……あ──」

　両手で尻肉を揉まれ、それとなく左右に押し広げられる。

　ただでさえ秘所があらわになっているのに、そんな事をされては見られてはいけない部分が丸見えになってしまう。

　沙耶はさすがに恥ずかしくなって、今一度賢人を振り返った。彼は沙耶の腰に視線を固定させたまま微笑みを浮かべている。

「沙耶……形も色もとても綺麗だし美味しそうだ。あとで、ここもたっぷりと舐めてあげるからね。そうされるの、好きだろう？」

　指の腹で襞をそっと撫でられ、そこがキュッと窄まる。前に愛撫された記憶がよみがえり、膝がガクガクと震えはじめた。自然と呼吸が早くなり、胸が痛いほど高鳴りだす。

「嬉しいのか？　……僕の奥さんは正直者だな。本当に、可愛い……」

　中を繰り返し掻かれながら、指先で後孔を愛撫される。

　沙耶は悦びのあまりきつく唇を噛みしめ、甘い啼き声を上げるのだった。
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　都会随一の繁華街に建つ「オーキッドリージェンシー東京」は、国内のみならず海外からの評価も高いシティホテルだ。主体である「オーキッドリージェンシー株式会社」は創業百二十五年の歴史ある企業で、国内の三大ホテル運営会社のうちのひとつに数えられている。

　中でも「オーキッドリージェンシー東京」は規模や設備など、あらゆる面において群を抜いており、顧客には各国のＶＩＰも多い。

　一いち之の瀬せ沙耶は現在二十九歳。

　地方から都内の大学に進学し、経営学を学んだ後に新卒で「オーキッドリージェンシー東京」に入社した。

　最初に担当したのは客室係だ。その後はレストランのフロア係やフロント業務などの現場仕事を経て四年前に営業企画部に配属された。

　同部署の仕事内容は、各種イベントや講演会の企画をはじめ、それに伴う宣伝制作や広報などのほか、パンフレット等の印刷物やウェブサイトの管理更新など多岐に渡る。

　沙耶は七人いる部員の中では中堅であり、三人いる女性社員の中では唯一の役職者だ。

　あとの二人はいずれも沙耶が教育係をした後輩で、年も三歳以上離れている。

　役職者で先輩の沙耶は、おのずと彼女達から頼られる存在になり、実際に何くれとなく面倒を見たり盾になったりしていた。

　もともと姉御肌の沙耶だ。後輩に頼られるのは苦ではない。しかしながら、上と下との板挟みになるのはいろいろと気苦労も多く、少々ストレスが溜まり気味だ。

「一之瀬主任、田た島じまアートフラワーの佐さ々さ木きさんからお電話です」

　後輩の一人である真木から声をかけられ、沙耶は「はい」と返事をして受話器を手にした。

「お待たせいたしました。一之瀬です──」

　連絡をくれたのは、ホテルエントランスに常設されているウェルカムフラワーの製作者だ。彼女は沙耶が独自にリサーチして探し出した逸材で、まだキャリアは浅いものの天性の美的センスと斬新さがある。

　沙耶が彼女へ制作依頼を提案したところ、過去の実績を重視する上司は当然承認を渋った。しかし、デザイン画や試作品を出して根気よく説得し、なんとか了承を得て現在は来月の「七夕」に因んだウェルカムフラワーを依頼中だ。

（うちのホテルって、いい意味でお堅いイメージがあるのよね。それを活かしながら、もう少しオープンで親しみを感じられるホテルにしたい──）

　通話を終えた沙耶は、ノートパソコンに向かって書きかけの企画書の作成に取りかかった。それはハロウィンシーズンに向けてのファミリー向けの宿泊プランで、親子で楽しめるものだ。

　沙耶はこれまでにいくつもの企画を立て、それらを実現させて着実に実績を積んできた。

　今度のプランが採用された暁には、必ずや成功させて営業企画部における貢献度をアップさせたいと願っている。

「さて、と……。これで今週やるべき仕事はぜんぶ終わった」

　金曜日の午後六時。

　沙耶はデスクの上のノートパソコンを閉じて、大きく背伸びをする。

「一之瀬主任、今日は残業なしですか？」

　真木に声を掛けられ、沙耶は頷きながら席を立った。

「うん、もう今日は帰る」

「じゃあ、駅までご一緒させてください」

　銀縁眼鏡におかっぱ頭の真木は、沙耶が教育係をした中では群を抜いて物わかりがよく、フットワークも軽い。なぜか出会った当初から沙耶に懐いており、部内ではムードメーカー的な存在だ。

　ロッカー室で着替えをして、真木とともに駅に向かう。

　歩きながら、ふと通りすがりのショーウインドウを見た。ガラスの向こうにはメンズスーツを着たマネキンが立っており、足元には使い勝手のよさそうなビジネスバッグが置かれている。

「あ……そういえば、来月誕生日だ」

「誕生日って、一之瀬主任は七月生まれじゃないですよね。もしかして旦那さまのバースデーですか？」

　耳ざとい真木が、はしゃいだ声を上げて沙耶の顔を覗き込む。

「え？　うん、そうよ」

「やっぱり～。いいなぁ、一之瀬主任。旦那さまは天下の「オーキッドリージェンシー東京」のＣＥＯにして家柄人柄ともに文句なしの超絶イケメンですもんねぇ」

　沙耶は今から二年前の二十七歳の時に、同じ年であり自身の遥か上の立場である一之瀬賢人と結婚した。一時期周りには玉の輿に乗ったと言われ、独身女性社員の羨望の的になったものだ。

「あ～あ、私も早く運命の人に出会いたいなぁ。神様、私のところにも王子さまを寄越してください」

　真木が両手の指を組んで、お願いのポーズをとる。

「大丈夫。真木さんなら、きっとそのうち素敵な出会いがあるわよ」

「はい、そう信じて引き続き婚活を頑張りま～す！」

　駅の構内で左右に別れ、沙耶は階段を下りてちょうどやって来た電車に乗り込んだ。

　混み合う車内でなんとか立ち位置を確保し、吊革につかまる。窓の外を眺めながら、さっき聞いた真木の言葉を思い出した。

（〝運命の人〟か……）

　確かに賢人との出会いは運命的だった。

　もし彼と出会わなかったら、一生独身を貫いていたかもしれないとすら思う。

　真木が褒めちぎったように、誰もが納得のハイスペックな賢人は、眉目秀麗で幼少の頃から頭脳明晰。中学卒業を機にアメリカに留学し大学卒業後は現地の大企業に就職した。入社後はすぐに頭角を現し、類まれな経営手腕を見込まれてマーケティングの最高責任者に大抜擢されたという。

　そんな賢人は、二十六歳で縁あって「オーキッドリージェンシー東京」のＣＥＯとして引き抜かれ、以後は社長である東とう郷ごう宗そう次じ郎ろうのブレインとして辣腕をふるっている。

　美男である上に身長は百八十センチを優に超えており、モデル並みにスタイルがいい。

　すべてにおいてパーフェクトな賢人に対して、沙耶は特別美人でもなく生まれもごく普通のサラリーマン家庭だ。

　容姿は十点中七点程度で、割とシャープな顔立ちをしているせいか初対面の人からは少々とっつきにくいという印象を与える。それに加えて、背丈が百七十五センチと女性にしては高身長で、ハイヒールを履くとほとんどの男性より目の高さが上になる。

　一応出るところは出ているものの、全体的に女性らしさに欠ける身体つきだ。

　とにもかくにも、それほど完璧な美男である賢人が、なぜあえて沙耶を結婚相手として選んだのか──。

『一之瀬ＣＥＯって非婚主義者かと思っていたけど違ったのね』

『あの鉄壁をどうやって崩したのかしら』

『何か弱みでも握っているとか？　そうじゃなきゃ、どうして──』

　女性社員の熱い視線を一身に集めている賢人だ。

　結婚当初は羨まれるのと同じくらい陰口を叩かれたし、根拠のない噂話が飛び交ったりしていた。

　けれど、賢人はそんな噂や中傷を自らの発言で一蹴してくれた。

『僕が彼女と結婚したのは、彼女の人間性に強く惹かれたからです』

『プロポーズは僕からですし、彼女が応じてくれて心からよかったと思っています』

　賢人がきっぱりとそう言ってくれたおかげで、やっかみの声は以後鳴りを潜め今は比較的穏やかな日常を送れている。

　出会いのきっかけは当時沙耶が企画した「オーキッドリージェンシーレディースメンバーシップ」が好評を博し、社内表彰をもらった事だ。

　受賞に際して褒賞として金一封をもらったほか、賢人をはじめとする役員を交えての会食の機会が設けられた。その時、偶然席が隣になり、思いがけず意気投合したのだ。

「僕と結婚しませんか」

　話している途中でそう訊ねてきた賢人に対して、沙耶は「いいですね。そうしましょう」と二つ返事で答えた。

　二人はほどなくして結婚を前提として付き合い始め、その一カ月後には入籍をした。

　ただし、実のところ二人の結婚には劇的なところなどひとつもない。

　賢人が沙耶にとって〝運命の人〟であるのには間違いないが、夫婦になるまでに双方に大きな感情の高まりがあったわけではなく、ただ淡々と必要な手続きを事務的にこなしたといった感じだ。

　実際、婚姻届も賢人が外出のついでに一人で提出を済ませたし、式も挙げていない。

　というのも、そもそも二人には結婚願望などなく、夫婦になったのは互いの利害関係が一致した事による──いわば便宜上の婚姻契約のようなものだからだ。

　結婚観について語り合ううちに、双方とも周囲からの「結婚しろ」という圧にうんざりしている事がわかった。そのほかにも思いがけない共通点が見つかり、大いに話が盛り上がったのがきっかけになり夫婦関係を結んだにすぎない。

　互いに仕事ができる人として認識はしていた。だが、双方とも相手に特別な好意を持っているわけではなかった。

　つまり、二人の間にあるのは〝愛情〟ではなく〝共感〟であり、夫婦というよりは同志といった間柄なのだ。

（そりゃあ玉の輿に乗れるって意識がなかったとは言わないし、賢人が超絶イケメンなのも認める。だけど、私は別に面食いじゃないし、分相応の生活ができればそれで満足する根っからの庶民だもの）

　そんな経緯もあり、二人は夫婦でありながら結婚当初から同居すらしていない。

　便宜上夫婦の住まいはあるが、そこで暮らしているのは賢人であり沙耶は彼が用意してくれた別の場所に住んでいる。

　むろん、それは双方合意のもとで決めた事であり、そのほうが気が楽だからそうしているまでだ。その上で、月に一、二度の割合で沙耶が賢人を訪ね、親戚絡みのスケジュール調整や郵便物の受け渡しなどをしていた。

　最初から馬が合ったせいか、職場では敬語だがプライベートでは互いにため口で話している。話し始めれば不思議と話題は尽きないし、傍から見たら仲のいい夫婦に見えなくもない。実際に親族もそう思ってくれているみたいで、二人が別居している事さえバレなければ、このまま平穏な夫婦生活が送れそうだ。　

（なんだかんだ言って、賢人との結婚は正解だったな。彼もそう思ってくれてるみたいだし、今のところ言う事なしって感じ）

　いずれの住まいも分譲マンションで、最寄り駅は一緒だが線路を挟んで東西にわかれているため生活圏は一緒ではない。

　何かしら用事があればすぐに連絡を取り合ってはいるが、互いのプライベートに関しては基本的にノータッチだ。

　事前の取り決めで節度ある付き合いなら外で恋愛をしてもかまわないとしているし、わざわざ話題にする事もない。

　しかしながら、沙耶としては仮にも既婚者だし道徳的見地から、もう一生他所で恋愛はしないつもりでいる。

　一方、賢人も沙耶に対して同じような事を言っているが、元来モテ男の彼だ。結婚後はなぜか以前にも増してモテている様子だし、恋人がいてもおかしくないと勘繰ったりしていた。

（あれだけの人だもの。彼女の一人や二人、居ても不思議じゃないよね。むしろ、いないほうがおかしいんじゃないかな。……う～ん、どうだろう……）

　普段賢人の交友関係には興味など持たないし、ましてや女性との付き合いなんて知った事ではない。

　けれど一応は彼の妻であるせいか、先日夫婦の住まいで賢人と会った時、何気なく女性が出入りしていないかどうかチェックしてしまった。

　幸いと言っていいのか、結果的に女性の存在はまったく感じられなかったし、おそらく本当にいないのだと思う。

　少なくとも自宅には連れ込んでいないようだし、恋愛はしないというのは案外本当なのかもしれない。

（なぁんて、だからどうだって言うのよ。私ったら変なの……前はこんな事なかったのに、まるで本物の妻みたいにヤキモチでも焼こうとしてるわけ？）

　頭の中でそんな自分を笑い飛ばし、一時的な気の迷いだと断じて終わりにする。

　便宜上夫婦の別宅と呼んでいる沙耶の自宅の最寄り駅に到着し、駅前のスーパーマーケットに向かう。沙耶が住んでいるのは十二階建ての分譲マンションで、２ＬＤＫの間取りはゆったりとしており一人住まいには十分すぎる広さがあった。

　およそ十五分かけて食材を買い、店の入口を出る。

　空を見上げると、めずらしく小さな星がひとつだけ見えた。

（今日はビールとデザートも買ったし、久しぶりにオールナイトで自宅映画三昧でもしようかな）

　結婚していても一人暮らしの気楽さはまったく失われておらず、すべてにおいて快適そのもの。

　沙耶は機嫌よく道を歩き出し、我知らず口元に笑みを浮かべるのだった。





◇　◇　◇






　金曜日の午後、賢人は取引先との話し合いを終えて車に乗り込んだ。

　時刻は午後五時二十分。

　ビジネスバッグを助手席に置き、ほんの少しだけネクタイを緩める。

「オーキッドリージェンシー東京」に入社して三年、経営戦略を根本から練り直し会社の業績を右肩上がりにしてきた。その間、幾多のプロジェクトを始動させ成功を収めてきたが、今回のものはこれまでにない改革であり膨大な費用が掛かる。

『格安ホテルが急成長している今だからこそ、大規模な建て替えをする』

　賢人の意見には当初役員全員が難色を示し、計画は早々に頓挫しかけた。けれど、頭の固い古参役員の既成概念を壊すべくデータ解析をしながら根気よく説得し、なんとか役員会で承認を得られた。

　改築期間は三年にも及び、新設される本館横のタワー館はオフィスや様々なショップが入る複合施設になる予定だ。

　一之瀬賢人の名において、これだけはぜったいに成功させなければならない。そんな意気込みで各方面との交渉を進め、今日は比較的スムーズに一連の契約を終える事ができた。

　終業時刻まであと三十分あるが、これから帰社しても五分も経たないうちに退社する事になるだろう。

　元来几帳面な賢人は、仕事に関しては徹底したスケジュール管理をしている。本日中にやるべき事はすべて終了しているし、今日の成果についてはすでに社長に報告を済ませた。

（帰社してもやる事はないな。もともと直帰予定だったし、もう帰るか）

　ネクタイをさらに緩め、大きく深呼吸をする。カーステレオをオンにし、流れるピアノ曲を聴きながら車を発進させた。ハンドルを切り、幹線道路に入る。

　自宅までは渋滞なしだと、およそ十五分で着く。今日はガス点検の日だが、対応はハウスキーパ―に任せてあるし、もうすでに終了しているはずだ。

　少し道が混んでいるのか、交差点の手前で車の流れが止まった。そのまま赤信号になり、ブレーキを踏む。

　ふと視線を向けた左手の薬指には、銀色の結婚指輪がしっくりと馴染んでいる。

（郵便物もいくつか来てるし、そろそろ沙耶に連絡を入れないとな）

　妻の沙耶とは縁あって二年前に結婚し、先月で丸二年になった。それ以来、両親や親戚連中からの「結婚しろ」口撃は止み、快適な事この上ない。しかし、この頃では事あるごとに「子供はどうするの？」「孫の顔が見たい」と言い始め、閉口しているところだ。

　中でも一番口うるさいのが父方の祖母で、これまでに何度となく連絡をしてきては妊娠に関する本やお守りなどを持ってきたりしている。

　それだけならまだしも、一度は賢人の出張中に直接沙耶に連絡し、夫婦の自宅で二時間あまり妊娠しやすい身体を作る体操を伝授したらしい。

　幸いにも妙に意気投合したらしく、沙耶と祖母はそれ以来たまに連絡を取り合う仲になっているようだ。

　何にせよ、いい加減にしてほしい。

　男の自分ですらかなりストレスを感じているのに、妊娠を期待されている沙耶の負担はどれほどのものだろうか。

　子作りは夫婦でするものだが、妊娠出産する妻のほうに口撃が集中しがちなのは否めない。

　子供を期待されているのは沙耶のほうも同様であるらしく、諦めていたはずの娘の結婚を手放しで喜んだ次は、孫を望むというお決まりのコースを辿っているらしい。

（孫だのひ孫だの……。気持ちはわからないでもないが、無理なものは無理だ）

　そもそも双方の両親には、結婚前に子供は作らないと明言してある。

　祖父母らにも周知徹底するよう言っておいたのに、皆それをすっかり忘れたかのように夫婦を追い立てる事に必死だ。

　賢人は軽く眉根を寄せ、カーステレオのボリュームを上げた。

　沙耶との結婚は、双方合意の上で成立したいわば契約結婚だ。

　これは未来永劫、決して公言しない夫婦だけの秘密であり、当然二人の間に恋愛感情など存在しない。

　入籍後も別々に暮らしているし、夫婦ではあるがベッドをともにした事など一度もなかった。つまり、子供などできようがないし、いくら孫を望まれてもこればかりは無理なのだ。

　契約婚ではあるが、一応子供については事前に沙耶と話し合いを済ませている。

　言うまでもなく子供は作らない。それ以外には答えなどないし、再考の余地もない。それに、そもそも夫婦そろって子供が苦手なのだからどうしようもなかった。

　これについてはずいぶん昔からの事でもあり、二人の両親も承知しているはずなのに、人間というものはいろいろな事を都合よく忘れてしまう生き物であるようだ。

（子供か……思えば、沙耶と意気投合したのはお互いに子供が苦手というのがきっかけだったな）

　赤信号を眺めながら、賢人は自分達がはじめて言葉を交わした時の事を頭に思い浮かべる。

　沙耶の存在は出会う前から知っていたし、企画力がある上にそれを実現させる根気と行動力を持った女性だと認識していた。

　そんな彼女と、ある時会食の場で偶然隣り合わせに座り、ファミリー向けの企画について話すうちに二人とも子供が苦手である事がわかった。更には、その理由も同じとわかり、かなり話が盛り上がったのだ。

『私、子供から怖がられるんです。別に何をしたわけじゃなくて、チラッと目が合っただけで泣かれたり、怯えられたりして。だから、子供には苦手意識があるんですよね』

『へえ、僕も同じですよ。一人っ子という事もあって小さい子の扱いがわからなくて、あやそうと思っても結局はもっと泣かれて終わりです』

『それ、私とそっくり同じです。私には弟がいますけど、弟ですら小さい頃は私にあまり懐きませんでしたから。もちろんいじめたりはしてませんし、私なりに可愛がってはいたんですよ。本当は、赤ちゃんはもちろん、子供なら無条件に可愛いし抱きしめて頬ずりしたいくらいなんですけど』

『驚いたな。実は僕もそうなんです。子供って本当に愛すべき存在ですよね』

『そうなんですよ！　でも、なぜか敬遠されてしまうんです。だから、子供好きなのに子供が苦手っていう変な立場になっちゃってて』

『まさに、それです』

　仕事柄、初対面の女性と話す機会は少なくない。しかし、そこまで突っ込んだ話ができたのは、会話している間に互いの共通点に気づき、それとともに好感度が上がっていったせいもあったのだと思う。

　二人とも子供好きなのに子供が苦手で、人一倍几帳面。

　結婚願望がないのに周りから圧をかけられていて、閉口している。

　なおかつ、プライベートを大切にしており、人に依存しない。

　男性にやたらと寄りかかる女性が多い中、沙耶は確固たる自立心を持っているし、一人でいる事をまったく恐れない人だった。

　賢人は過去、何人かの女性と付き合った経験はあるが、いずれも長続きせず短期間で別れた。

　むろん、どの女性とも自分なりに真剣に交際したつもりだ。 だが、彼女達は事前に賢人が非婚主義者だと知っていたにもかかわらず、全員が結婚をほのめかし妻の座をほしがるようになった。そんな女性達との交際は、もはや苦行でしかない。

　やはり一人でいるのが一番だ──そう思い自然と女性を遠ざけるような生活を続けていた時、沙耶に会った。

　信号が変わり、アクセルを踏む。

　思い返してみても、沙耶との出会いは必然であり運命だったのかもしれない。そう思ってしまうほど二人の共通点は多くあり、まるで昔から知っているかのような親しみを感じた。

　真面目でさっぱりとした性格は好ましく、彼女とならいいパートナーシップを築けると直感した。

（だからこそ、彼女に「僕と結婚しませんか」と言ったんだ）

　賢人は当時を思い出し、口元に笑みを浮かべた。

　あれは無意識に出た言葉だったし、どう考えても慎重派の自分らしくない言動だったと思う。

　だが、結果的に正しかったし、沙耶も躊躇なく承諾してくれた。

　実質、賢人は沙耶に出会っておよそ一時間で彼女にプロポーズをし、その後はトントン拍子で婚姻届を出すに至った。

　その間、僅か一週間。

　結婚はタイミングだと言われたりするが、まさにそのとおりだと思う。

　まさかのスピード婚には我ながら驚いたが、沙耶との結婚はあらゆる面で大正解だったと言える。

　結婚してすぐに沙耶の会社における功績を詳しく調べ、改めて彼女が極めて有能な社員であると知った。

　同時に彼女の職場環境を調査し、それをきっかけに各部署にいる無駄に社歴が長いだけでさほど役に立っていない役職者の存在にも気づかされた。

　ただ座っているだけで多額の給料をもらえるのはもう過去の話だ。

『人材の開発をするとともに、人事を含む会社の抜本的な改革を図りましょう』

　賢人の提案に、社長は当初難色を示した。

　だが、会社の未来のためを考えて最終的には承認してくれたし、新部署の設置など多少時間はかかるだろうが順次改革を進めていく予定だ。

　それに先立って下の意見が上に届きやすいシステム作りを完了させ、おかげでかなり社内の風通しはよくなったように思う。

　それもこれも沙耶が持てる能力を発揮し、正当に評価されるよう配慮してしかるべきだと思ったのがきっかけだった。

（仮にも妻になった人だ。職場だけじゃなく、すべてにおいて快適に暮らしてほしいと思うのは当然だ）

　結婚に際し、沙耶には今住んでいるところからさほど遠くない新築の分譲マンションを用意した。

　彼女は律儀にも家賃を払うと言ったが、それだけは固辞して負担はゼロにしてもらっている。　

（おかしなものだ……。恋愛感情がなくても、妻というだけで無条件に守りたいという気持ちになるんだから）

　世の中の標準からは逸脱している。けれど、様々な問題を抱えている夫婦よりも、自分達はよっぽど健全で快適な生活を送っているのではないかと思う。

　それに、本人に言えばぜったいに否定するだろうが、沙耶は女性としてかなり魅力的だ。

　もっとも気にしている様子の高身長も賢人にしてみればちょうどいいし、スレンダーではあるが凛とした佇まいからはそこはかとない女らしさを感じる。

　そんな事を考えながら運転を続け、思っていたよりも少し早く自宅に到着した。

　五階建ての建物は各階に一世帯ずつの分譲マンションで、賢人はそこの最上階に住んでいる。間取りは５ＬＤＫと一人暮らしには少々広すぎるが、近くには緑豊かな公園もあり利便性もいい。

　郵便物をチェックしてエレベーターに乗り込み、玄関のドアを開けようとカードキーを取り出す。中に入りふと下を見ると女性もののスリッポンが目に入った。　

（なんだ、ハウスキーパーがまだいるのか）

　ハウスキーパーが来るのは週に一度、金曜の午後だけだ。普段ならまだ職場にいる時間だし、これまでに一度もハウスキーパーに出くわした事などなかった。

　リビングに続くドアを開け、中に入る。すると、部屋の真ん中にいたエプロン姿の女性が「きゃっ！」と声を上げた。

「だ、誰っ？」

「誰って、ここの住人です。あなたは『トキワ家事代行サービス』の方ですね？」

「あっ……はいっ！　し、失礼いたしました。ガス点検の方が少し遅れてしまって……掃除はついさっき終わりましたが、まだお帰りにはならないと思っていたので……」

　女性は見たところ二十代後半から三十代前半だ。

　それはともかく、彼女が着ているワンピースの丈が明らかに短すぎる。胸元は谷間が見えるほど大きく開いており、エプロンに至ってはバストを持ち上げるようなハイウエストのデザインになっている。いわゆるコスプレ衣装のようであり、はっきりいって下品な事この上ない。

「その恰好は？　まさかそれが制服だとは言いませんよね？」

「も、申し訳ありませんっ！　これは私が自分で用意した現場用の仕事着で……。これを着たほうが捗るというか……。すみません、すぐに着替えます！」

　女性はあたふたと床に置いてあった掃除道具を手にして、洗面台のほうに向かった。だが、あわてたせいかフロアの真ん中に置かれたテーブルにぶつかって床に倒れ込んでしまう。

「大丈夫ですか？」

　賢人が駆け寄ると、女性は小さく「はい」と言っておずおずと顔を上げた。その目にはうっすらと涙が浮かんでおり、いつそうなったのか胸元が更に大きく開き乳房が零れ出そうになっている。

「私、野の原はら奈な美みといいます。あの……この事は会社には言わないでおいてくださいますか？　私、たくさんの家族を養っていて、今クビになったら困るんです。お願いします！」

　奈美が両手を床につけ、必死になってそう頼み込んできた。上目遣いの目つきとヒップを突き出すような姿勢は、どう考えても男性の視線を意識したポーズだ。

　賢人は過去彼女のような女性を何十人と見てきた。一見従順そうだが実は大胆で、我欲のためならどこまでも突っ走る。極力関わりたくないタイプであり、ここはできる限り穏便に事を運んだほうがいいだろう。

「あなたの仕事ぶりには満足していますし、苦情を入れたりはしません」

「本当ですか？　あぁ、よかった！　ありがとうございます」

　実際、彼女はこれまでに頼んだどのハウスキーパーよりも完璧に仕事をこなしている。

　そのせいもあり、てっきりベテランの年配女性が来てくれているものだと思っていたが、そうではなかったようだ。

「ですが、妻には言っておかなければなりませんし、そうなると担当を変えてもらうのがベストだと思います。むろん、あなたがクビになるような言い方はしないつもりですからご安心を」

「えっ、奥さまに？」

　奈美が意外そうな顔をするのも無理はない。

　ここには沙耶の持ち物は置いていないし、どこをどうみても独身男性の一人暮らしだ。

　それに、いくらハウスキーパーとはいえ担当顧客の個人情報については勤務先など必要最低限のものしか伝えられていないはずだった。

「ええ。ちょっとわけあって今は別々に暮らしていますが、職場結婚した妻がいます」

「職場結婚……。あの……もしかして一之瀬さまの奥さまって駅の反対側のＭ町にお住いの一之瀬沙耶さまですか？」

「ええ、そうですが」

「ああ、やっぱり！　同じ会社で同じ苗字なので、まさかとは思っていたんですが、そうだったんですね。実は私、そちらも担当させていただいているんです。奥さまとはたまに顔を合わせるんですが、いろいろとよくしていただいていて……とても優しい方ですよね」

　奈美がおもねるような表情を浮かべ、賢人を見る。

「そうでしたか」

「トキワ家事代行サービス」は大手であり、従業員も大勢いる。最寄り駅が同じでもあり可能性はゼロではなかったにしろ、まさか彼女が沙耶宅も担当しているとは思わなかった。

「では、妻には当面言わないでおきます。ですが、あなたのしている事は会社の規則にも反していますよね。とにかく、以後くれぐれも正式な制服以外の着用は避けてください」

「はい、もちろんです！　本当にすみませんでした」

　奈美が頭を下げながら肩を窄めた。豊満な胸が強調され、乳房がさらに盛り上がって見るに堪えない。

「あの、これ私の個人的な名刺です。一応お渡ししておきますね。掃除のほかにもいろいろとご用命いただけますから、何かございましたらお気軽にご連絡ください」

　奈美が胸の谷間を誇示しながら賢人の手に名刺を押し付けてきた。その顔にはやけにコケティッシュな表情が浮かんでいる。

　世に多くいる浮気男ならいざ知らず、賢人は奈美に一ミリも興味などなかった。賢人の頭の中で警鐘が鳴り始め、目の前の女性を要注意人物だと認定する。しかし、沙耶との関係は良好のようだし、あまり邪険に扱うわけにもいかなかった。

「どうも」

　短く返事をして名刺を受け取り、チラリと玄関のほうを見る。せっかく早く帰宅できたのに、今の状態は腹立たしいとしか言いようがない。

「では、私はこれで失礼します」

　奈美はそれからすぐに片付けと身支度を済ませて帰っていった。

「いったい何なんだ？　やはり担当を変えてもらったほうがいいかもしれないな」

　家事能力や沙耶との関係を考えても、あのクネクネとした気味の悪い媚態には嫌悪感しかない。

　しかしながら、家族を多く養っていると言っていたし、たとえそれが嘘でもいきなりクビになるのは困るだろう。

　賢人は手の中の名刺を見つめ、眉を顰めた。担当替えはいったん保留にするにしても、今後は利用する時間帯を変更し、ぜったいに顔を合わせないようにする必要がある。

　賢人は手の中の名刺を握りつぶすと、それをダストボックスに投げ入れていっそう渋い表情を浮かべるのだった。
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　一之瀬賢人宅から出た後、奈美は「トキワ家事代行サービス」の事務所に向かって社用車を走らせる。

「ふふっ。メイドコスプレ作戦、まあまあ成功ってところかな。一之瀬さん、私の胸ばっかり見ちゃって……。男ってほんと、いやらしいんだから～」

　奈美は満面の笑みを浮かべながらハンドルを握り、ゆっくりと唇の内側を舐め回した。

　家事全般を完璧にこなせるよう頑張ったのは、是が非でも玉の輿に乗るためであり、それ以上でも以下でもない。

　しかし、ベンチャー企業の社長だった前夫は事業に失敗して見るも無残に落ちぶれた。離婚したあと今の仕事についたのは、今度こそ本当のセレブ男を見つけるためであり、そのためにいろいろと準備も整えてきたのだ。

「一之瀬賢人さん、ぜったいに逃がさないから～」

　一之瀬賢人の担当ハウスキーパーになって一年半が経つが、これまで彼とは顔を合わせる機会がなかった。

「オーキッドリージェンシー東京」のＣＥＯだとは知っていたが、ついこの間までほかにターゲットが複数いたため、ほとんど気にはしていなかったのだ。

　しかし、つい先日偶然彼のインタビュー記事が載っている経済誌の記事を見かけ、一目見てその美男ぶりに驚き、俄然彼に興味を持った。

　イケメンでハイスペックな一之瀬なら、再婚相手として最高の男だ。どうにかして彼を我がものにしたい──。

　しかし、一ハウスキーパーには顧客に関する最低限の情報しか知らされておらず、戦略を立てにくい。そこで、ほかのターゲットの時同様、日頃から何かと言い寄ってくる顧客の個人情報保護の管理者を手懐けて、顧客データを見せてもらった。

　それらを閲覧してわかったのは、一之瀬賢人はどうやら二年前に結婚した妻とは別居婚であるらしいという事。そして、偶然にもその妻も自身の担当顧客であるという事実だ。

　いろいろと知った上で計画を練り、今日の日を迎えた。

　躓いてよろけたのも、妻がいるとは知らなかったふりをしたのもすべて計画通りだ。

（別居婚なんて、ほぼ離婚してるも同然だわ。奥さんは、まったく色気がない大女だし、どうにかして旦那さんとベッドインできたら、もうこっちのものよね。それにはまず、奥さんをうまく排除しなきゃ～）

　夫妻の家には、別途手懐けた男を使って盗聴器を仕掛けてあり、今のところ気になる動きはなかった。

　慎重に事を運ぶに越した事はないが、奈美は元来せっかちで、待ちの戦法を好まない。

　やるなら一気に攻めて決着をつけたいし、もたもたしているとその分成功率が低くなる恐れがある。

　まずは妻に揺さぶりをかけ、夫と既成事実を作る──大まかな段取りを決めた奈美は、ハンドルを握りながら朗らかな笑い声を上げるのだった。







第二章　仮面夫婦だけど、たまにはラブラブします








　翌週の金曜日、沙耶は賢人と連絡を取り合って彼の自宅で会う約束をしていた。

　ここ最近は互いに忙しくしていた事もあり、会うのはおよそひと月ぶりだ。仕事を終えてからの待ち合わせだから、当然夕食が絡んでくる。

『何か買っていく？』

『いや、前みたいにこっちで用意しておくから手ぶらでいいよ』

　沙耶はやるべき仕事をすべて終わらせ、定時で賢人の家に向かった。時計を見ると、あと少しで午後六時半になるところだ。

（賢人が帰ってくるのは、たぶん一時間くらいあとだろうし、その間にせめてテーブルセッティングぐらいはしておきたいな）

　共通点が多い二人だが、唯一決定的に違うところがある。

　それは、家事全般を完璧にこなす彼に対して、沙耶はそれがまったくといっていいほどできないという点だ。

　やる気はある。しかし、料理は何を作っても美味くでき上がったためしがない。掃除はやればやるほどなぜか散らかってしまう。洗濯はできなくもないが、仕事のようにはいかず手際が悪く人の三倍は時間がかかる。我ながら情けないが、もともと家事のセンスがないのか、どう頑張っても結果が伴わないのだからどうしようもなかった。

　駅に着き、いつもとは反対側の出口に向かう。賢人宅に続く道を歩き出し、小さくため息をつく。

（あ～あ……。私も奈美さんくらいの家事能力があったらなぁ）　

　沙耶の家事能力のなさについては、結婚前に賢人に話してある。彼はその件についてはまったく問題ないとして、自分が利用しているハウスキーピングサービスを手配してくれたのだ。

　担当してくれている野原奈美という女性は、沙耶よりも三つ年上でバツイチの女性だ。

　子供はおらず本人曰く、絶賛再婚相手募集中なのだという。

（見た目もふんわりとして女性的だし、家事もボディラインも完璧なんだもの。再婚相手が見つかるのも時間の問題なんじゃないかな）

　小柄でメリハリのある身体つきをしている奈美に、沙耶は密かに憧れの気持ちを抱いていた。おまけに甘え上手で、笑うと両方の頬にえくぼができる。

　もし自分が彼女なら、持てる魅力をフルに活用して好きな男性にアプローチをするだろう。そして、想いを受け入れてもらった暁には、思う存分愛し愛される生活を送るのだ。

「ふっ……私には一生無縁だろうな」

　性格的にも柄じゃないし、見た目的にはもっと無理だ。

　マンションに到着し、エレベーターで上階を目指す。カードキーを取り出してドアを開けると「トキワ家事代行サービス」と書かれたタグがついたバッグが置かれていた。

（あれ？　こんな時間にハウスキーパーさんがいるなんてめずらしいな）

　賢人が家事代行を頼んでいるのは、平日の昼間のみだと聞いている。彼自身、今まで一度もハウスキーパーと顔を合わせた事はないと言っていたが、今日は例外なのだろうか。

　首を捻りながらリビングに入り奥に進む。カウンターキッチンのほうを見ると、思ったとおり見慣れたエプロン姿の女性がいる。

「あれっ？　奈美さん!?」

「あ、おかえりなさい、沙耶さん。今日はこちらを担当させていただいてます」

　奈美が沙耶を見て、にっこりと微笑んだ。

「えっ……奈美さんって、ここも担当してたの？　知らなかった」

「はい。お二人はご夫婦だったんですね。つい先日、旦那さまに伺ってはじめて知りました。一之瀬姓はそう多くないのに、まったくピンとこなかった私って、相当間が抜けてますね」

　奈美が肩をすくめて小さく舌を出した。そのしぐさが、とても可愛らしい。

「そうでしたか。賢人とはその時にはじめて顔を合わせた感じですか？」

「はい、はじめてお会いしました。沙耶さん同様、賢人さんにもとても優しくしていただいて……。一之瀬ご夫妻を担当させていただいて、本当によかったと思います」

「あ……そうですか。こちらこそ奈美さんみたいな優秀な方に来ていただいて、本当に助かってます。えっと、今日は何時までここでお仕事ですか？」

「ああ、ごめんなさい。もう六時をだいぶ過ぎてますよね。もう帰ります」

　それからすぐに奈美が帰っていき、沙耶は彼女を見送ったあと少しの間玄関に佇んだ。

「奈美さん、さっき賢人の事、下の名前で呼んだよね。それに、とても優しくしていただいてって……」

　彼は基本的にクールだし、仕事上の関係ならなおさらビジネスライクに対応する。それは別居婚ではあるが、この二年間で知り得た賢人の人となりだ。

　むろん、親族や親しい間柄の人には別の面も見せるが、奈美は週に一度──しかも、通常なら顔を合わせる機会もないハウスキーパーだ。

（会ったのははじめてだって言ってたし、たった一回で〝賢人さん〟呼びになるもの？　それとも、同じ姓だから便宜上下の名前で呼んでるだけなのかな……うん、きっとそうだよね）

　すぐにそう思い直し、リビングに戻った。キッチンに入り、何気なくあたりを見回しながら、ふと自分がまたちょっとしたやきもちを焼いた事に気づいて苦笑する。

「変なの……。仮に賢人と奈美さんがどうにかなっても、私には関係ないじゃない。だって、はじめからそう話してたし」　

　節度ある付き合いなら恋愛をしてもかまわないというのは、二人とも納得した上で決めた事だ。今さら覆すつもりはないし、賢人が誰とどんな関係になろうが、自分が口を出す権利などなかった。

　それに、奈美は女性の目から見ても魅力的だし、ハウスキーパーならここに来るのは仕事であり、いろいろと好都合だ。

「──って、好都合って何がよ。賢人ならわざわざハウスキーパーさんとややこしい関係にならなくても、ほかで調達できるだろうし……なんて、私ったら何を考えているの？」

　思考がおかしな方向に進みそうになり、沙耶はあわてて気持ちを切り替えて冷蔵庫のドアを開けた。棚の上にはいくつかの保存容器が整然と並んでおり、中には調理済みの料理が入っている。蓋を開けてみると、ビーフシチューや白身魚のフリッターなどが入っていた。

「うわ、美味しそう。賢人って相変わらず料理上手だなぁ」

　ハウスキーパーに来てもらってはいるが、賢人宅は食事の準備などは含まれていない。

　彼は好んでキッチンに立つし、料理がストレスの発散にもなると言っていた。

（ハイスペックでイケメンで料理の腕もプロ級とか、賢人ほど理想的な旦那さまってそうそういないんじゃないかな）

　容器を調理台に並べ、食器棚から二人分の皿を出す。そうしているうちに、玄関のドアが開き賢人がリビングに入ってきた。キッチンから出て彼を迎え、お互いに顔を見て口元に笑みを浮かべる。

「おかえりなさい」

「ただいま。だいぶ待った？」

「ううん、ついさっき来たところ。あ……そう言えば、来た時にハウスキーパーさんがまだいたわよ。時間超過してたみたいだけど、特別に何か頼んだの？」

「野原さんが？　いや、頼んでない。……彼女、何をしていた？」

「さあ……キッチンに立ってたけど」

　話をし、結局水回りの掃除を入念にしていたのだろうと結論づける。

「野原さんとは、よく顔を合わせるのか？」

「うん。月に一、二回は会うかな。うちは料理の作り置きもしてもらってるでしょ。だから、早く帰れそうな時は時間延長の連絡をして、レシピを教えてもらったりしてるの」

「へえ……沙耶も料理に目覚めたのか？」

「さすがに、ちょっとくらいできるようになりたいと思って」

「そうか。じゃあ今度ここに来る時、一緒に何か作ってみる？」

「うん、そうする！　賢人が一緒なら、私でも美味しく作れそうだし」

　思いがけない申し出を受けて、沙耶はにっこりと笑って賢人を見た。賢人も同じような笑顔を見せ、二人同時にぷっと噴き出す。

「私もだけど、賢人って会社じゃ、ぜったいに今みたいに笑ったりしないよね」

「しないな。職場だって意識があるし、何をするにしても今みたいにリラックスなんてできないしね」

「確かに」

　話ながら夕食の準備をして、ダイニングテーブルに向かい合わせになって座る。

「あ、待って。手ぶらでいいって言ってくれたけど、ワイン買って来たの。この間ここに来た時に出してくれたのと同じやつ」

「そうか。もしかして、気に入った？」

「うん、すごく美味しかったから。ほら、会社の近くに輸入品のお店があるでしょ？　この間そこで見かけたのよ」

　ワインを飲みながらディナーを楽しみ、洗い物を済ませた。ソファに移動して郵便物の受け渡しをしたあと、双方の親族について話をする。

「そう言えば、今年のお盆はうちの父方の祖父の七回忌なの。一緒に顔出ししてくれると助かるんだけど」

「もちろん、一緒に行くよ。おばあさんは元気？」

「おかげさまでピンピンしてる。賢人のほうは？」

「うちも元気だ。あと、母方の従兄に二人目が生まれたんだ。また男の子なんだけど、お祝いの品は何がいいかな」

　あれこれと意見を出し合って贈り物を決めたあと、コーヒーを飲んで一息つく。

「お祝いは手渡しのほうがいいよね？」

「そうだな。だけど、また例のアレを言われるかもだぞ」

「ああ……『子供はまだか』ってやつね。まあ、仕方ないよね。うちだってそうだもの。この間なんか、祖母に『一度検査してもらったら』なんて言われちゃった。結婚二年目にもなると、そんな事まで言われるんだなって思ったわ。結婚前に子供は作らないって言ってあるのに、すっかり忘れましたって感じ」

「うちも同じようなものだ。先日用があって親戚の家に行った時、叔母に『ちゃんと子供ができる事はしてるんでしょうね？』って言われたよ」

　仮にも夫婦になったのだから、冠婚葬祭を含め親族の主だった行事ごとは関わらざるを得ない。それはいいとして、顔を合わせるたびに夫婦間の性生活にまで首を突っ込まれてはさすがにちょっとウンザリする。

「そう言えば、うちの父方の祖母が、またうるさく言ってきたりしてないか？」

「ううん、特に何も。……でも、何となく様子を窺われてるなって感じる時はあるかも」

　賢人の父方の祖母である一之瀬鷹たか子こは「一之瀬ホールディングス」という総合不動産会社の会長職についている一族の長だ。

　同社はビジネスホテルチェーンやマンション開発、分譲などを主軸にした同族会社であり、各子会社の社長は賢人の父親を含む彼女の子供達が務めている。

　鷹子自身はかなり気さくな性格で、一度賢人の自宅で話したのをきっかけに、時折連絡を取り合う仲になっていた。

「ちょっと前まで結婚してくれただけで御の字って感じだったのにね。子供って言えば、この間うちの久ひさ本もと部長に言われちゃったんだよね。ほら、少し前に夏休み企画についてちょっと話したでしょ？　あの関連で『子供がいない君に何がわかるんだ』って」

「は？　また久本部長か。彼にも困ったものだな。……悪いな、僕と結婚したばっかりに」

　久本は古参社員の中でも特に保守的な考えを持っており、現社長の東郷宗次郎と敵対する派閥に属している。その派閥を率いるのは、社長の叔父であり副社長の東郷誠だ。

　賢人から聞いた話によると、誠は前社長の退任後、社長の椅子を甥の宗次郎に奪われた事をずっと根に持っているらしい。むろん、それは誠に会社トップに立つ技量がないせいであり、宗次郎を社長に指名したのは前社長自身だ。

　役員会議でも満場一致で決まった人事だが、誠はそれを不服として、それ以来何かにつけて社長と敵対する立場を取り続けている。

　久本は副社長の一番の腰巾着であり、当然社長派の賢人とは敵対関係にある。結婚以来、沙耶への風当たりが強くなっているのもそのせいだった。

「ううん、あの人はもとからそうだから。女性蔑視っていうか、頭の中が戦前なのよ」

「企画はすごくいいと思うし、子供がいるとかいないとかの問題じゃないんだがな」

「だよね。ほんと、理不尽……。賢人のおかげで社内の風通しはよくなっているのに、直属の上司が邪魔しにかかるんだもの。いい加減イヤになっちゃう」

　沙耶は飲みかけのカップをテーブルに置こうとして、腰を上げた。すると、少しワインを飲み過ぎたのか、足元がふらついて身体が横に倒れそうになってしまう。

「沙耶──」

　隣にいた賢人に支えてもらい、何とか事なきを得る。肩を抱かれたままソファに座り直した。思いのほか逞しい腕の筋肉を感じて、耳朶がじんわりと熱くなる。

　今日は、なんだかいつもとは違う雰囲気がするのは気のせいだろうか？

　もしかして、賢人を男性として意識してる？

　沙耶は自問しながら、乱れた髪の毛を耳の後ろにかけた。

「ごめん。ありがとう」

「どういたしまして。金曜日だし、ゆっくりしたらいい。それとも、明日は何か予定が入ってる？」

「ううん、何もない。最近週末もバタついてたし、今週は予定入れなかったの」

「そうか。……よかったら、泊まってもいいしね」

　何気なくそう言われ、図らずも心臓が跳ねた。

「うん、そうだね」

　軽い感じで答えたものの、にわかに頬が熱くなり、それとなく下を向いて唇を噛む。

（ちょっ……何をドキドキしてるのよ。泊ったとしても寝るのはゲストルームに決まってるでしょ）

　その部屋は、以前受験生だった彼の甥っ子が一時的に同居していた時に使っていた部屋で、ベッドもある。

　それはさておき、ソファに座り直したあとも賢人の手はいまだ沙耶の肩に回ったままだ。

　意識した途端、身体に緊張が走った。

　急にどうしたのだろう？

　我ながら不思議に思っていると、賢人が僅かに座る位置を動かして距離を縮めてきた。

　腕に厚い胸板があたり、彼の体温をより身近に感じる。今まで、これほど近くに彼を感じた事などなかった。

　焦る気持ちを悟られたくなくて、沙耶は咄嗟に思いついた話題を口にした。

「そ、そうだ。ついでに話しておくけど、私、少し前に駅前通りにある婦人科に行ってきたの。祖母に言われたからってわけじゃないけど、毎年の健康診断のついでに。そしたら、再検査になっちゃってね。調べたらちょっと卵巣の機能低下がみられますって言われたの」

「卵巣の機能低下？」

　賢人が沙耶のほうに若干屈み込んだ姿勢になり、顔を覗き込んできた。

「うん。もともと毎月のものの周期が乱れがちだったんだけど、それがひどくなった感じかな。特に細胞異常とかないし、たぶんストレスが原因なんじゃないかって。症状が出てるわけじゃないから、とりあえず漢方を処方してもらって飲んでるの」

　話を聞いた賢人が、沙耶を気遣うようなしぐさをして表情を曇らせる。

「ストレスか……。それは主に職場でのものだよな。ごめん、沙耶。僕がもっと早く対処できてたらよかったんだが……」

　賢人が言うには、彼は会社の古く悪しき慣習や考え方について、入社当初から問題視していたという。それを改善すべく人事面での改革を行おうとしている最中だが、副社長一派の反対があり、思った以上に時間がかかっているのだ。

「夫でありながら妻を守れないなんて、男として最悪だ。……やはり、もっと強気に出る必要があるな。そうでないといつまでたっても体制を変えるための第一歩を踏み出せない」

　話しながら、賢人が険しい表情を浮かべた。それと同時に、沙耶を抱き寄せる腕にも力が入る。

「週明けにでも社長と話してみるよ。もう少し待っててくれ。必ずいい方向に向かわせてみせる」

　社長は革新派ではあるが、穏健なやり方を好むらしい。改革が遅れているのは、そのせいもあるのだ。

「賢人……。私なら大丈夫だから、あんまり無理をしないで」

　まさか彼がここまで憤るとは……。

　沙耶は少なからず驚いて、彼を宥めた。

「いや、そうはいかない。だけど、心配しなくてもゴリ押しはしないよ。そんな事をすると、頑固者達が余計頑なになるだろうしね」

　一変して優しい声を出され、安堵してホッと胸を撫でおろす。以前賢人に聞いたところによると、副社長は陰であまりよろしくない人達とのかかわりがあるらしい。ただでさえ社長の盾になって副社長一派と攻防を繰り広げている賢人に、これ以上矢面に立ってほしくなかった。

「約束ね」

「ああ、約束するよ。それはそうと、身体は大事にしないと……。ストレスもだけど、食事面にも気をつけないとな。朝晩ちゃんと食べてるか？　忙しいからって昼を抜いたりしてないだろうね？」

「うん、まあ……。朝はコーヒーだけだったりする時もあるかな……。昼もたまに食べ損ねたり……。夜は疲れてると食べる前にお風呂入って、そのまま寝ちゃったりするかも──」

「沙耶、ちゃんと食べないとダメだ」

　話している途中で背中を引き寄せられ、賢人と正面から目を合わせた。

「わ、わかった。食べます。ちゃんと食べる」

「本当か？」

「本当に。ふふっ……賢人って、お母さんみたいな事言うんだね」

「誰が、お母さんだ。大事な妻がロクな食生活を送っていないと聞いて、黙っていられるわけないだろう」

「えっ？　……大事な妻って……」

　そんなふうに言われ、胸がドキッとした。

　今までのクールな関係はどこへやら──二人の間が急接近した感じだ。

「結婚のきっかけはどうあれ、僕にとって君は大事な妻には違いない。夫婦だし、いろいろと心配するのは当たり前だ。そうだろう？」

　見つめられ、心臓が早鐘を打つ。

　いつもとはまるで違う魅惑的なまなざしに、沙耶の胸は甘い緊張で破裂しそうになっている。

「それはそうだけど──んっ……」

　ふいに強く抱きすくめられ、唇にキスをされる。驚いたのも束の間、たちまち身体中が熱くなり、肌が熱くざわめきだす。

　いったい何が起こったのだろう？

　気がつけば沙耶は賢人の背中に手を回し、キスを返していた。

「沙耶……」

　ほんの数センチ先に見える賢人の目が、こちらに問いかけてくるように細くなった。

　いつしか二人の舌が絡み合い、身体の密着度が増すばかりになる。

　賢人の指がブラウスの上からブラジャーのホックを外した。すぐに裾を捲られ、賢人の手が沙耶の左乳房を揉み込んでくる。

「あっ……！」

　重ねた唇の隙間から声が漏れ、喘ぎながら首を仰け反らせた。首筋に舌を這わされ、ブラウスの前をはだけられる。賢人が片手でネクタイを緩め、それを待っていたかのように沙耶が彼のシャツのボタンを次々に外していく。

　そのまま二人して床に敷かれたラグの上に倒れ込み、互いの唇を貪りながら着ているものを脱ぎ散らかす。脚を開き仰向けになった沙耶の上に、賢人が覆い被さってきた。

「ひぁっ……！　あ、あああんっ、あんっ！」

　左胸を押し上げるように揉まれながら、右胸の先に吸い付かれた。上顎と舌で乳ち嘴くびを挟み込まれ、すり潰すように愛撫される。それだけでつま先がギュッと内巻きになり、恥骨の奥に淫欲の種が芽吹くのがわかった。

　両方の乳房に舌を這わされ、強く吸い付かれては緩く噛みつかれる。

　男性とこんな状況になったのは、四年ぶりだ。下腹から込み上げるような欲望を感じて、沙耶の両足が自然と床を離れ、彼のふくらはぎに絡みつく。

　溢れ出る蜜を指で確かめられ、思わず掠れた喘ぎ声が漏れた。

「ぁっ……あ……あ……」

　熱く濡れそぼっている淫唇がヒクヒクと蠢き、賢人の唾液に濡れた乳嘴が硬くしこる。

　沙耶は情動のままに彼の頭を両手で挟み、顔を上げた唇にキスを浴びせかけた。そうしている間に、賢人の硬い猛りが沙耶の秘裂にぴったりと寄り添ってきた。彼の腰がゆっくりと動き出し、先端の括れが腫れて敏感になった花芽を何度となく引っ掻いてくる。

　もうこれ以上我慢できない──。

　沙耶が賢人の腰に絡めた脚に力を込めた時、彼が屹立の先を蜜窟の縁に当てがった。

「挿れていいか？」

　低い声で囁かれ、こっくりと頷く。

「避妊具、なしで？」

　再度聞かれて、また首を縦に振る。腰をグッと前に進められ、身体の中に硬い熱の塊が押し入ってきた。

「ぁああっ！　あっ……あ、あ、あっ……」

　凄まじい圧迫感が喉元にまで押し寄せ、込み上げてくる快楽のせいで身体が小刻みに震えだす。

「っ……沙耶……」

　名前を呼ばれ、いつの間にか閉じていた目蓋を上げると、賢人が眉間に縦皺を寄せて苦しげな表情を浮かべている。

「きつい……沙耶の中……すごく締めつけてる」

「……っ……あんっ！」

　低い声で囁かれ、下腹から悦びが込み上げてくる。何か言おうにも身体が強張っていて、身動きが取れない。

「力を抜いて……息をするんだ、沙耶。呼吸……止まってるぞ」

　言われてみて、はじめて自分の息が止まっているのに気づいた。おそらく、そのせいで交わっている部分が硬く強張り、屹立をきつく締め上げているみたいだ。

　沙耶は息を吸おうとして顎を上に向けた。それに合わせるように賢人の腕が沙耶の腰を持ち上げ、上体が仰け反ると同時に大量の空気が喉の奥に流れ込んでくる。

「っく……はぁっ……はっ……」

　賢人に見つめられながら息を吸ったり吐いたりするうちに、だんだんと身体の緊張がほぐれてきた。それとともに、切っ先がじわじわと奥に進み、蜜窟が彼のものでいっぱいになる。硬く閉じていた隘路が蜜でぬめり、屹立をさらに奥へと受け入れていく。ゆっくりと腰を振られ、刺激を受けた蜜壁がきゅうきゅうと収縮するのがわかった。

「あぁんっ！　あんっ……！　ああああっ！」

　まだほんのわずかな時間しか経っていないのに、これまでに経験したセックスの中で一番気持ちいい。快楽を感じるほどに蜜が溢れ、淫ら過ぎる水音が沙耶の聴覚をくすぐる。

「声……すごく可愛いよ……。沙耶がこんな声を出すなんて知らなかった。もっと聞かせてくれるか？」

　耳朶を食まれながら訊ねられ、唇にキスをされる。

　小さく首を縦に振ると、賢人が沙耶を抱き寄せたまま上体を起こしソファの座面に自身の背中をもたれさせた。

　彼の腰の上に跨るような姿勢になり、挿入が一段と深くなる。

「ゃあああんっ！　奥っ……んぁああああっ……！」

　下から突き上げられると同時に、片方の乳房にぢゅっと吸い付かれ先端を舌先で転がされる。

　得も言われぬ快感が脳天を突き抜け、沙耶は賢人の肩に腕を回して背中を仰け反らせた。

　キスがもう片方の乳房に移動し、これ見よがしにぷっくりと膨らんだ乳にゅう暈うんを舐め回してくる。奥を突かれながら乳房まで愛撫され、身体中が愉悦の海にどっぷりと浸り込んだ。

「あ……賢人……胸……もっとして……ぁああっ！　気持ちいいっ……ああんっ！」

　気がつけば賢人が乳房を愛撫するさまを見つめながら、自ら腰を揺らめかせていた。上目遣いにこちらを見た彼と目が合い、彼の肩に腕を絡ませて唇を求め合う。絡め合った舌がぴちゃぴちゃと音を立て、溢れ出た唾液が線となって顎を伝い落ちる。

「沙耶……いい顔だな……もっと気持ちよくしてやろうか？」

　腰を動かしながら「うん」と返事をすると、賢人がにっこりと微笑んで沙耶をラグの上に押し戻した。そのままぐるりと身体を反転させられ、屹立の括れが襞をバラバラとめくり上げながら蜜窟の中を掻き混ぜてくる。

「ああああっ！　あ……あ──」

　起き上がる間もなく賢人に腰を高く引き上げられ、うつ伏せた背中が弓のようにしなった。突き出した腰を両手でしっかりと固定され、まるで杭を打ちつけるみたいにズンズンと深く穿たれる。

「っ……けん、と……ぁっ……、あ……ひ、ぃ……ひああああっ！」

　リズミカルに腰を動かすと同時に、パンパンに膨れ上がった花芽を指の腹で押し潰すように愛撫される。

　声も出せず押し寄せる愉悦に浸りきっていると、乳房を掌で包み込まれ乳嘴をキュッとねじられて一瞬天地がわからなくなった。

「ふぁっ……！　ぁ……あ、あ──ぁんっ！」

　強すぎる快感が全身を襲い、身体からすべての力が抜け落ちた。

　もう何がなんだかわからない──。

　身体がふわふわと浮いたようになり、沙耶は絶頂の余波に身を投じたまま荒い息を吐き続ける。

「沙耶、大丈夫か？」

　優しく声をかけられ、唇に触れるだけのキスを貰う。瞬きをして前を見ると、賢人の微笑んだ顔が見えた。

「ん……へいき……ん、っ……」

　話す唇をペロリと舐められ、チュッと吸われる。キスを返そうと思うのに、頭の中ばかりか全身が蕩けたようになっていて身動きができない。

「いきなり激しくして悪かったね。沙耶があんまり可愛いから、ついがっつくようなマネをしてしまった」

　話ながら繰り返しキスをされ、乳房をそっと手の中に包み込まれた。ゆるゆると円を描くように掌を動かされる。

「さっき、イったね？　中がぎゅうぎゅうに締まって僕のものを舐めるようにして締め付けてた。覚えてる？」

　少しずつ身体の感覚が戻りはじめ、乳房への刺激にまた呼吸が乱れだした。　

「そ……んな……わかんない……ぁっ……あ、ん、ぅ……」

「そうか。……沙耶……君の全身を舐め回したい……いいか？」

「えっ……？　舐め……ん、ふ……ん……」

　返事をする前に唇を重ねられ、睫毛が触れ合う近さでじっと見つめられる。その熱にほだされるようにして頷くと、すぐに口の中に熱い舌が入ってきた。絡め合った舌が出ていき、耳のうしろを通って首筋に下りた。鎖骨を食まれたあと、両方の二の腕を丁寧に舐められる。

　くすぐったさにモジモジと身を捩ると、両手首を頭の上で重ねられた。

「このまま動かないで。……言う事を聞いてくれるね？」

　いつになく甘い声でそう言われて、すぐに頷いてしまった。

「いい子だ」

　唇にご褒美のキスをしたあと、賢人の舌がデコルテに移った。早速息が上がり始め、呼吸をするたびに胸が激しく上下する。唇と指で左右の胸の先を捕らわれ、まるでロリポップキャンディを舐めているみたいに何度となく舌で弾かれ、甘噛みをされた。

　ものすごく気持ちよくて、達したばかりなのにもう身体の奥がむず痒くなり始める。

　沙耶は両手を上げたまま身をくねらせた。

「胸……そんなにしちゃ、いやぁ……」

「どうして？　さっきは、もっとしてって言っただろう？」

　上目遣いの視線で見つめられ、舌先で乳暈の縁をそろそろとなぞられる。そんな淫らな光景を目にして、乳嘴がいっそう硬くしこった。

「い、言ったけど……。だ……だって、胸……恥ずかしいから……」

「なにが恥ずかしいんだ？　ちょうどいい大きさだし、抜群に感度がいい。それにすごく綺麗だ……。ずっと口に含んでいたいくらいだし、実際に今そうしてるだろう？」

「あんっ！　……賢人っ……あっ……あっ……ああああん！」

　左右の乳房に交互にかぶりつかれ、恥ずかしげもなく嬌声を上げた。賢人の愛撫に酔いしれているうちに、いつしか彼の舌が沙耶の内腿まで下がっていた。

　沙耶はと言えば知らないうちに脚を大きく広げ、あろう事か自分で乳房を揉んで喘ぎ声を漏らしている。

「賢人……もっと舐めて……。私のぜんぶ……賢人にとろとろにされたいの──」

　ついさっき恥ずかしがったばかりなのに、もう彼の愛撫がほしくてたまらない。

　耳を疑うような言葉を漏らしながら、沙耶は自分の唇をゆっくりと舌で舐め回した。

　腰はくねくねと揺れて一時もじっとしていないし、動くたびに秘裂から溢れ出た蜜が水音を立てている。

「賢人……お願い……」

　賢人ともっと深く交わりたい──。

　あたかも深く愛し合った夫婦のように沙耶は賢人とのセックスにどっぷりとはまり込み、羞恥などどこかに捨て置いてしまったみたいだ。

「沙耶がこんなに淫らな子だとは思ってもみなかったな。……本当に可愛い……」

　賢人が乱れた前髪を掻き上げ、唇の隙間から舌先を覗かせる。

　期待で胸がいっぱいになり、自然と目が潤んできた。

「お願いされるまでもなく、たっぷりと舐めてとろとろにしてあげるよ」

　秘裂をペロリと舐め上げられ、二本の指で花芽の両脇を抑えられた。ピンク色の突端に口づけると、賢人がじゅるじゅると音を立てながらそこを強く吸い上げてくる。

　唾液交じりの蜜が会陰を濡らし、後孔を伝う。その感触に肌が熱く粟立ち、秘部がキュッと縮こまる。

　それに気づいたのか、賢人が沙耶の太ももを押し上げて肩の上に担ぎ上げた。

「あっ……やあんっ！」

　ハッとして腰を上に逃がそうとしたが、見つめてくる瞳に気圧されてしまう。視線を合わせながら後孔から花芽に至るまでを一気に舐め上げられ、たちまちオーガズムの波に巻き込まれた。

「ぃや……そんなとこ……舐めちゃイヤ……見ちゃダメッ……あっ、ああああ……！」

　どんなに顔を赤くして懇願しても、賢人はまるで言う事を聞く様子がない。秘裂の中を執拗に愛撫され、指を蜜窟の中に沈められる。中をグチュグチュと掻かれ、蜜がドッと溢れた。彼は音を立ててそれを啜ったあと、硬く尖らせた舌で会陰の薄皮を捏ねるようにくすぐってきた。

「ひっ……」

　思わず腰を浮かせたが、太ももをしっかりと腕に抱えられており、すぐに元の位置に戻された。下手に動けば舌の位置がずれてしまう。

　いくらなんでも、これ以上そんなところを舐められてはいけない。

　沙耶は全身を火照らせ、賢人を見つめながらイヤイヤと首を横に振った。賢人がニンマリと微笑み、困ったような顔をする。

「どうしてもイヤか？　もっと沙耶を舐めてイかせてあげたかったのにな」

　おもむろに身を起こすと、賢人が沙耶の腰の位置で膝立ちになった。太い血管が浮き上がる屹立を見せつけられ、思わず舌なめずりをする。

　それがほしい。

　口に含んで思う存分舐め回したい──そうねだるする前に、ものほしそうに口を開いていた蜜窟にずぶ、と挿入されて悦びの声を上げた。

「沙耶……可愛い僕の奥さん……」

　激しく腰を打ちつけながら、賢人がそう呟いた。

　沙耶は夢中になって賢人に縋り付き、啼き声を上げる。

「あああっ！　賢人の……ほしい……中に出して……いっぱい──あん、んっ！」

「沙耶……なんて淫らで、はしたない事を言うんだ」

　互いを見る目には色欲の炎が燃え盛り、静まる気配などなかった。嘘偽りのない剥き出しの性欲を晒し合い、ただ一心に身体を求め合っている。

「だって──あっあああああっ！」

　沙耶の願いを聞き入れた賢人が、腰の動きを早くする。二人の息が混ざり合い、唇がぴったりと重なった。

「沙耶っ……」

　二人同時に昇りつめ、賢人のものが沙耶の中で繰り返し脈打って内奥に熱い精を放った。

　思えば、避妊具なしでのセックス自体はじめてだ。

　それがこれほど気持ちのいいものだなんて、知らなかった。

「け……んと……」

　蜜窟の中がうねるように蠢き、注ぎ込まれた精を子宮へと送り出しているのがわかる。

　このまま賢人と抱き合っていたい──。

　沙耶は心の底からそう願い、彼とキスをして舌を絡め合うのだった。









第三章　ラブラブの先に見えてきたもの








　次の日の土曜日、沙耶は窓から差し込む陽の光を感じて、ぼんやりと目を開けた。

　なんだかものすごく気怠い。

　けれど、気分はスッキリとしているし、心まで満たされている感じだ。起き抜けだからか、目がやけにしょぼついて周りの風景がぼんやりと霞んで見える。

（ん～、眩しい……）

　大きく欠伸をしながら目を擦り、寝返りを打った。そこでようやく見えている風景が自宅とは違う事に気づき、ハッとして飛び起きる。

「ここっ……賢人の家っ……？」

　キョロキョロと辺りを見回して、そうと確信した。横を見ると、確かに人が寝ていた気配が残っている。けれど、肝心の賢人は部屋の中におらず、いるのは自分ただ一人だ。

　昨夜の状況を思い出しながらブランケットを捲ると、裸だったはずの身体にバスローブを着せてもらっていた。

「いつの間に……。って、賢人……どこ？　今何時なの？」

　ベッド横のテーブルを見ると、時計が午前十時五分を示しており、その前にメモ書きが置いてあるのを見つけた。

　手を伸ばしメモを手に取ってみると、それは賢人からの置手紙だった。

『おはよう。悪いけど急な用事ができて出掛けなければならなくなった。せっかく泊まってくれたのに、ごめん。帰宅は明日の夜になる。遠慮なく、ゆっくりしてくれてかまわない。　賢人』

　メモには几帳面な彼らしい文字と文面で、必要最低限の事が書かれている。気遣いもあり簡潔でわかりやすいが、一番聞きたい事に関しては一言も触れていない。

（賢人……何時に出掛けたのかな？　もしかして、いつまでも起きてこない妻に呆れちゃったとか？）

　きっとそうに違いない。沙耶はガックリと肩を落としたあと、ベッドの上に横倒しになって倒れた。

「……賢人とセックスしちゃった……。しかも、今までで一番激しくて濃厚なやつ……」

　思い出しても顔が赤くなり、身体のあちこちがチリチリと火照ってくる。その上、彼の精をたっぷりと注ぎ込まれた。もともと月経の周期が不安定だし、卵巣の機能が低下していると言われたばかりだ。妊娠の可能性はかなり低いだろうし、だからこそ避妊具なしで賢人を受け入れたのだが……。

　それにしても、まさか賢人とベッドインすることになるなんて夢にも思わずにいた。

　だが、夕べはそれが自然な流れのように思えたし、きっと彼も同じ気持ちだったに違いない。そうでなければ、あれほど深く求め合ったりしないはずだ。

（なんだかすごく感じちゃったのは、つけないでセックスしたからかな？　それとも、相手が賢人だから……？）

　下腹に手を当て、身体の奥に彼の分身がいるのを実感する。あれこれと考えているうちに、昨夜の記憶が肌の上にありありと蘇ってきた。

「わ、私ったら朝っぱらから何を考えてるのよ！」

　とりあえず、バスルームを借りよう──。

　沙耶は床に下りると、ずり落ちそうになっているブランケットをベッドの上に戻した。

　──と、その時。

　ベッドのヘッドボードとマットレスの間に、なにか小さなものが光っているのが見えた。

（なんだろう？）

　沙耶は注意深く隙間に掌を差し入れ、指先で引っかけるようにして光るものを取り出した。掌に載せてみると、それはティアドロップ型のピアスだ。

　金具の部分は金色で、先端を飾る石はおそらくルビーだろう。

（これ、誰の……？　しかも、片方だけ……）

　もしや、自分のほかにもここで賢人と夜をともにした女性がいるのでは？

　咄嗟にそんな事を考えて、ピアスを見つめたまま呆然とその場に立ち尽くした。そして、自分がかなりのショックを受けているのに気づき、さらに狼狽えてしまう。

「し、しっかりしてよ、沙耶。あれだけの人だもの。恋人くらいいても不思議じゃないでしょ。前からそう思ってたし、別に問題はないんだから……」

　賢人が沙耶と同様、恋愛はしないと言ったのは、もうだいぶ前の話だ。それに、世の中には恋愛感情なしで身体の関係を結ぶ人だっている。

（そうだよね……。賢人は別に私を好きなわけじゃないもの。なのに、私ったらつい本気モードでやきもちを焼こうとしたりして、馬鹿みたい）

　そう考えなおしてみても、なぜか一向に気が晴れなかった。

　まさか、一度のセックスで気持ちが大きく賢人に傾いてしまったのだろうか？

　それとも、そうなってしまうほど彼との交わりが素晴らしかったから？

　あるいは、もともと彼に心が動いていたからでは──。

「と……とにかく、これをどうするか、よね。もとの場所に戻す？　それとも知らん顔して持って帰るとか……」

　あれこれと考えながら部屋の中を歩き回り、ふと足が止まる。

「ちょっと待って……もしかして、ピアスの持ち主がわざと置いてたって可能性もあるよね」

　賢人の事だから、よもや相手に自分が既婚者である事を隠していないはずだ。

　もしそうなら、ピアスは妻である自分への牽制なのでは……。

　いきなり思っても見ない局面に立たされ、沙耶はそれまで以上に心をざわつかせた。

「と……とにかくシャワー浴びよう。考えるのはそれから」

　ピアスをもとの位置に戻すと、沙耶はバスルームに向かった。普段別居しているから、私物は置いていない。当然着替えなどないのだが、驚いた事に洗面台の横にあるスペースに開封前の女性用下着が一式置かれている。

（これ、賢人が用意してくれたの？）

　色はライトグレーでデザインはスポーツタイプだ。下着の横には賢人のものらしいスウェットの上下も置かれており、彼がいろいろと気遣ってくれているのを改めて感じた。

（わざわざ買って来てくれたのかな？　……それとも、買い置きがあったとか……）

　また余計な事を考えそうになり、沙耶はそそくさとバスローブを脱いで温かなシャワーの下に身を置いた。

　ボディソープを泡立て、丁寧に身体を洗う。正面の壁にはめ込み式の鏡がある。曇り止め加工がしてあるらしいそれは、立ち上る湯気の中でも沙耶の全身をクリアに映しだしていた。

（つくづく色気のない身体つきだなぁ。だけど、賢人は昨夜いろいろと褒めてくれたよね。それに私の事を「大事な妻」って言ってくれた。そのほかにも、声が可愛いとか胸が綺麗だとか）

　そんな事を言われて、嬉しくないはずがなかった。

　これまで生きてきた中で、男性に「大事」と言われた経験などないし、あきらかにボリュームが足りない身体つきはコンプレックス以外の何物でもなかったのだが。

（胸……感度いいの？　あんなに丁寧に舐めたり弄ったりされた事なかったから、よくわからなかったけど）

　洗い終えた身体を改めてまじまじと見つめ、柔らかな乳嘴をそっと指で摘まんだ。

「ぁんっ！」

　途端にはずかしい声が出てしまい、あわてて手で口を押さえた。その直後、玄関のドアベルが鳴り、驚いて足が滑りそうになってしまう。

「だ、誰っ？」

　宅配便か何かだろうか？

　そうだとしても、この恰好のまま対応するわけにはいかない。

　沙耶は急いでバスルームを出て身体を拭き、用意されている衣類を身に着ける。そうしている間に、ドアが開く音が聞こえた。

（えっ!?　け、賢人？　だけど、帰りは明日の夜のはずだし──）

　もしかして彼の両親とか？　けれど、鍵を渡しているとは聞いていないし、だとしたらいったい誰だろう？　

　軽いパニックに陥りながらも、髪の毛を整えてなんとか人前に出られる恰好になった。

　おそるおそる廊下に続くドアを開けると、ちょうど目の前を人が通りかかるところだった。

「わっ！　あ……奈美さん！」

「えっ!?　あらっ、沙耶さん。いらしてたんですか」

　沙耶を見た奈美が、驚いた顔で声をあげる。

「ええ、まあ……一応、夫婦だし」

「あっ……いえ、そうですよね。おかしな言い方をしてすみません！」

「いえ、ぜんぜん大丈夫です！」

　思えば、奈美は夫婦それぞれの自宅を担当しているのだ。普段別居しているのは当然知られているわけで、沙耶がここにいるのを見て驚くのも無理はない。

「今日はお仕事……って、制服じゃないし、そうじゃないですよね」

　奈美は見慣れた制服姿ではなく、女性らしい小花柄のワンピースを着ている。大きく開いている胸元に目をやると、彼女はあわてたように襟を掻き合わせた。

「は、はい。す、すみませんっ……。ちょっとここに忘れ物をしてしまって……。それで、たまたま近所まで来たものですから、探させてもらおうかと──」

　いつも落ち着いた雰囲気の奈美が、今日に限ってはやけにおどおどしているし話し方もしどろもどろだ。

　それに、いくらハウスクリーニングを担当しているからといって、いきなりやってきて鍵を開けたりするだろうか？　しかも、ドアベルを鳴らしても応答がなかったのに、だ。

　そもそも鍵は事務所で厳重管理しているはずで、ましてや仕事以外の時に奈美がここのカードキーを持っている事自体おかしい。それについて聞こうと思った時、奈美が髪の毛を左耳にかけるしぐさをした。

　耳朶を飾るピアスが見えた時、沙耶は思わず声を上げそうになってしまう。

（奈美さんのピアス、ベッドルームにあったのと同じだ……！）

　目を凝らして見てみても、やはり同じものに違いなかった。そうとわかった途端、急に鼓動が早くなり頭の中がゴチャゴチャになる。

　昨日賢人と奈美が特別な関係にあるという可能性を考えた事があったが、まさか本当にそうだったとは……。

　居たたまれない気持ちになるも、ここで取り乱すわけにはいかなかった。

「そうなのね。あいにく主人は明日の夜まで留守なの。私もしばらくしたらここを出るし、今から洗面所でメイクするから、その間にどうぞ忘れ物を探して」

「あ、ありがとうございます。すぐに済みますから──」

　互いに早口で話し合い、それぞれの場所に向かう。

　洗面台の鏡の前に立った沙耶は、メイクをしながら廊下向こうの音に聞き耳を立てた。

　おそらく奈美はベッドルームでピアスを探すはずだ。

（ピアスをもとの場所に戻しておいてよかった……って、なんで私がホッとしなきゃならないのよ……。それにしても、奈美さん……あれをわざとあの場所に置いたの？　それともベッドにいる間に勝手に外れたとか──）

　想像したくもないシーンが思い浮かびそうになり、無理矢理別の事を考えて誤魔化す。

　いずれにせよ、もう賢人が奈美と一線を越えているのは間違いないだろう。

　その可能性は無きにしも非ずだと思っていた。けれど、やはり妻として違っていてほしいと願っていたようで、思いのほか心にダメージを受けてしまっている。

　とにかく今は何も気づいていないふりをして、この場を乗り切るのがベストだ。

　沙耶は努めて冷静になろうとしつつメイクをし、リビングに戻った。すると、ソファの前に佇んでいた奈美が、沙耶のほうを振り返って深々と頭を下げてくる。

　ピアスをしているはずの左耳は、髪の毛に隠れてみる事ができない。

「沙耶さん、おかげさまで忘れ物を見つける事ができました。お休みの日に、本当にすみません」

「そうですか、よかったですね」

　何かほかに言うべき言葉があったかもしれないが、動転するあまりそれだけ口にするのがやっとだった。

　それからすぐに奈美が帰り、沙耶はまた賢人の自宅で一人だけになる。身支度はできたし、あとはもう自宅に帰るだけ。その前にベッドルームに戻り、ヘッドボードとマットレスの間を探ってみた。

「ない……」

　そこを覗き込むようにして見てみたが、ピアスはどこにも見当たらない。

　やはり、どう考えても賢人と奈美はただの雇い主とハウスキーパーの関係ではなかった。

　沙耶はさっきまで寝ていたベッドに背を向けると、逃げるように賢人の自宅を出て帰途につくのだった。

　

　

　休み明けの月曜日、沙耶はいつも以上に仕事に没頭し、効率よくやるべき業務を片付けていった。

　ランチタイムを挟んで取引先へ出向いて打ち合わせをし、その足で市場調査に向かう。

　あいにくの雨だったが、天気なんかどうでもいい。

　とにかく忙しくしていたかったし、実際にそうした。常に頭を働かせ、今手掛けている仕事について更に突き詰めて考察する。

　おかげで一日があっという間に過ぎたし、余計な事を考える暇などないに等しかった。

　それでも、気を抜くとすぐに思考は二日前の出来事に流れて行ってしまう。

（グズグズ考えるのは止めなさい、沙耶。事実は事実として受け止めなきゃ）

　土曜日に賢人宅で奈美に会って以来、沙耶の心は千々に乱れていた。

　常に気持ちが落ち着かず、何をどうしたらいいのか見当もつかない。食事は喉を通らないし、雑誌を開いてもただページを繰るだけに終わる。

　特に昨日の日曜日は最悪だった。何をしていても奈美の件が頭から離れず、気分はどん底まで落ち込んだ。気を紛らわそうと外出してみても、効果はゼロ。結局はただ悶々とした時間を過ごすだけになった。

（止めなさいって言ってるのに、もう……）

　月曜日になり、出勤してデスクに着いた時は救われた思いだった。

　けれど、一日を終えて自宅に戻った今、またしても土砂降りの雨の中をさまよう猫のような気分に逆戻りしている。

　どんよりとした気分のまま入浴を済ませ、お気に入りのパジャマに着替えた。それはだいぶ前に祖母が買ってくれたもので、とあるアニメーションのキャラクターの顔がプリントされている。当然年齢に合っていないし、どう見ても柄がポップすぎた。しかし、着心地に関しては文句なしに満点をつけられる製品だ。

　一見能天気なパジャマ姿で、沙耶はリビングのソファ前に膝を抱えて座り込んだ。

（はぁ……。いったいどうしたらいいの……）

　沙耶は深いため息をつき、ここ最近繰り返している言葉を頭の中でリフレインする。

　けれど、いくら考えたところですべてが劇的にうまくいく方法などあるはずもなかった。

（賢人と奈美さん……いつから付き合ってたのかな？　持ってたカードキー、もしかして賢人から個人的に渡されたものだったりして……）

　奈美は賢人と顔を合わせたのは、つい先日だと言ったが、本当はもっと前から親密な関係になっていたのではないだろうか？

　そうでなければ、休みの日にいきなり訪ねて来たりしないのでは？

　あれこれと考えているうちに、そうとしか思えなくなってきた。

（別に隠す事ないのに……。そうならそうと言ってくれた方が気が楽だし、知っていたら賢人とベッドインなんかしてなかったのにな）

　少なくとも、あの二人が抱き合ったベッドに近づこうなんて思わなかった。それ以前に、同じ男性をほかの女性と共有するなんて、できるはずがなかったのに……。

　悩んでいるうちに、彼に対する気持ちがはっきりとわかった。

　自分はもう身も心も賢人に強く惹かれてしまっている。

　よもや本気で賢人に恋愛感情を持つとは思わずにいた。けれど、今思えば少しずつ彼の人となりに心惹かれていたのではないかと思う。だからこそ、いきなりキスをされても怒らないばかりか、自分から進んで彼に抱かれるような振る舞いをしてしまったのだ。

（あ～あ……これじゃ夫の浮気に悩む妻と変わらないじゃない。……って、実質そういう事なんだけど）

　むろん、だからといって離婚だ慰謝料だという展開にはならないのは言うまでもない。

　ただ、三角関係に足を踏み入れてしまったのは確かだし、今の自分はその真っただ中にいて、そう簡単には抜け出せない状況にいる。

　浮気であって浮気ではない。いっその事賢人を嫌いになりたいとすら思ったりもしたが、今となってはどうやっても無理だ。

　対処の方法が見つからないまま立ち上がってキッチンに向かい、夕食の準備をする。

　レトルトのカレーを温めたあと、肝心の御飯を炊いていないのに気づいた。仕方なくパスタを茹でるも、タイマーセットを間違えたのかまだだいぶ芯が残っている。

「まあいいか……。いただきます」

　一口食べて咀嚼するも、お世辞にも美味しいと言えるものではなかった。それでもなんとか噛んで飲み込んだが、フォークを持つ手が止まったままになってしまう。

「美味しくない……。私ってパスタも満足に茹でられない女なんだ……」

　そう思うと、急に自分が情けなくなってパスタの皿をテーブルの向こうに押しやった。

　なぜか無性に悲しくなり、気がつけば床に倒れ込んで目に涙を浮かべていた。

「馬鹿みたい……こんな食生活、もうイヤ……」

　泣きじゃくりながら文句を言い、子供のように足をジタバタさせる。そうしている途中、足元にあったバッグの中でスマートフォンが着信を知らせた。気づく前に伸ばした足がバッグを蹴り、あっと思った時にはもう音が途切れていた。

「お財布だって入ってるのに、バッグを蹴飛ばすなんて、行儀悪い。確かお守りも入ってるのに……私って家事ができない上にバチ当たりな女なんだ……。こんな妻、いらないよね。今に賢人にも愛想を尽かされる……きっと、そう。あ～もう、自分自身がイヤ～！」

　防音設備が万全なのをいい事に、沙耶はさらに大きく足をばたつかせ本格的に泣き始めた。それでもなお自分への悪態は止まず、床を転がりながら大声を張り上げる。

「うわ～ん！　私なんて一生一人ぼっちに決まってる。誰にも愛されず、この世に何ひとつ残せないまま寂しく死んじゃうんだ……寂しい……寂しいよぉ～！　うわぁ～ん！」

　まるでだだをこねる小さな子供みたいだ。

　ひとしきり泣いたあと、疲れ果てて床の上に横向きになって丸くなる。泣きすぎて目蓋がパンパンに腫れているのがわかるし、暴れたせいで髪の毛もぐしゃぐしゃだ。

　グズグズと洟を啜りながら床を這いずり、置いてあったティッシュペーパーの箱に手を伸ばした。涙を拭き、続けざまに鼻をかんだせいでゴミ箱がティッシュペーパーでいっぱいになる。

　それでもなお、涙と鼻水は止まらない。やけになって投げ捨てたティッシュペーパーが、ゴミ箱の縁に当たって沙耶の額に跳ね返ってきた。そんな些細な事がきっかけでまた涙が溢れ、ゴミ箱の周りに使用済みのティッシュペーパーが散乱する。

　もはや動く気力すらなくなり、床に寝転がったまま、ぼんやりと部屋のドアを見つめた。

　奈美との関係が明らかになった今、果たして自分はこれからも賢人と夫婦でいられるだろうか？

　思い返してみれば、結婚前に決めた夫婦のルールで「節度さえ守れば恋愛してもいい」と最初に言い出したのは沙耶だった。

　むろんそれは自分のためではなく賢人の立場に立って提案したものだったが、まさかそれが今になって己の首を絞める事になるとは……。

（ううん……ルールがあろうとなかろうと、賢人と私はただ婚姻届を出しただけの夫婦だもの……。賢人と私が本当の意味で夫婦になるなんて事、未来永劫あるわけない）

　またしても涙がこみ上げてきそうになり、いっそう丸くなって身を縮こめる。

　気持ちが落ち着くまでもう少しだけこうしていようと思っていると、ふいに玄関のドアが開き誰かが中に走り込んでくる音が聞こえた。

「えっ!?　な、何っ？」

　起き上がる暇もなくリビングのドアが開き、血相を変えた様子の賢人が中に駆け込んできた。直前までシャワーでも浴びていたのか、まだ乾ききっていない髪の毛のせいで着ているポロシャツの肩が濡れて色変わりしている。

「沙耶！」

「け、賢人!?　ど、どっ……どうしたの？」

「どうしたのって、電話に出たと思ったら、大騒ぎしながら泣きだしただろう？」

　賢人が沙耶のそばに来て、倒れたままの身体を抱き起こした。背中と膝裏を腕にすくわれ、彼に抱き上げられたままソファの上に移動する。

「で、電話……私、電話……ええっ？」

　沙耶はソファのすぐそばに蹴り飛ばされていたバッグを見た。沙耶が指さすと、賢人がバッグを拾い上げてくれた。中を探り、スマートフォンを取り出す。画面を見ると賢人と通話中になっている。

「わっ……さっき電話をくれたの、賢人だったの？」

「ああ、そうだよ。すぐに出てくれたけど、聞こえるのは沙耶が暴れてる音と泣き声だけだった。いくら話しかけても返事がないし、気づいてもいないようだったから、とりあえず大急ぎでここに来たんだ」

　賢人が自分のスマートフォンをポケットから取り出し、通話を終了させた。

「──って事は、私が大声で叫んでたの、ぜんぶ聞こえてたって事？」

　賢人が頷き、沙耶の左頬にそっと掌をあてがってきた。

「聞こえてた。僕に愛想を尽かされるだの一生一人ぼっちに決まってるだの言ってたね。誰にも愛されず、この世に何ひとつ残せないまま寂しく死んじゃうとも言ってたな。それから寂しいって連発して──」

「も、もういい。ぜんぶ聞かれてたのはわかったから……」

　沙耶は絶望的な気持ちになって下を向いた。

（終わった……）

　自分が言った事はすべて覚えているし、それを聞かれたとわかり顔から火が出るほど恥ずかしくなる。その上、着ているのは子供っぽい柄のパジャマだし、顔は泣きすぎて腫れぼったくなっているに違いなかった。

　みっともないにもほどがあるし、穴があったら入りたいくらいだ。

「ごめんね。もう大丈夫だから」

「大丈夫って様子じゃないし、あれほど大泣きしてた沙耶をほおっておけるわけないだろ」

「ううん、もう平気。ちょっと言ってみたかったっていうか、ちょっとしたストレス発散って感じで──ん、っ……」

　下を向いたままの顎をすくわれ、唇にキスをされた。そのままギュッと抱きしめられ、背中と頭を優しく撫でられる。

「沙耶……君と結婚して、もう二年になるね。これまでつかず離れずの仲だったけど、君と夫婦になって本当によかったと思ってるよ」

　低い声で言い聞かせるようにそう言われて、胸がジィンと熱くなる。同時に、彼の腕の中にいるという喜びと安心感で心が震えるのを感じた。

「私も……。私も賢人と夫婦になれて本当によかったって思ってる」

　見つめ合っているうちに、自然と微笑みが浮かんでくる。

　やっぱり、賢人が好き──。

　沙耶が心からそう思った時、賢人が改めて唇を合わせてきた。

「沙耶、好きだ。前々からそうじゃないかと思ってたが、この間沙耶が僕のところへ来た時にそうと確信した。だから、あの夜、キスをして沙耶とひとつになったんだ。沙耶……もう君と離れては暮らせない……。僕と本当の意味での夫婦になってくれないか？」

　にわかに信じがたい事を言われて、沙耶はポカンと口を開けたまま賢人の顔に見入った。

　こんな場面で言うような冗談ではないし、賢人の顔は真剣そのものだ。

「ほ、本当に？　本気でそう思ってくれてるの？」

「もちろんだ。沙耶……僕が一生沙耶のそばにいる。だから、もう寂しくなんかないだろ？」

　間近でじっと見つめられ、繰り返し「好きだ」と囁かれる。

　奈美の事はいまだ胸につかえたままだ。けれど、賢人の言葉に嘘はないと思うし、今はただ彼の言葉だけを信じたい。

　沙耶は賢人の背中に腕を回し、彼の目を見つめ返した。

「賢人……。私も賢人が好き。いつの間にか、大好きになっちゃってたの──」

　互いの身体を抱きしめ合い、キスをして舌を絡め合う。溢れ出る涙を賢人に拭いてもらいながら、ひとしきりキスで想いを伝え合った。

　そうしている間に、賢人が沙耶のパジャマの前ボタンを外しキャミソールの上から乳房を揉み込んできた。

　早々に乳嘴が硬く尖り、淫らな期待で胸がいっぱいになる。あらわになった胸元に視線を向けると、パジャマにプリントされた間の抜けたキャラクターが目に入り、別の意味で頬が熱くなった。

「パジャマ……は、恥ずかし……」

「だったら、裸になればいい。沙耶、今夜泊ってもいいか？」

　賢人が答えを聞く前にポロシャツを脱ぎ、逞しい胸板を沙耶の目前に晒した。

「も、もちろん！　是非泊まってって！」

　若干前のめりで返事をする間に、賢人にパジャマの上下を剥ぎ取られた。掌で膝を割られ、ショーツのクロッチ部分が丸見えになる。

「ふむ……パジャマと違って、下着はすごくセクシーだね。まさか、これから僕じゃない誰かがここに来る予定だったとか？」

　太腿の内側を撫でられ、布地の上から花房の膨らみにタッチされる。

「そんなわけないでしょっ。もしそうなら、別のパジャマを着ると思う」

「なるほど、それもそうだ」

　賢人が沙耶を横抱きにしたままソファから立ち上がり、ベッドルームに歩いていく。

　沙耶はできる限り身体を小さくして、肌の露出を最小限に留めた。ドアを開けて中に入るなり、賢人が蜂蜜色の照明に照らされた室内をぐるりと見回す。

　彼がここへ来たのは引っ越した時以来であり、その時はまだろくに家具も揃っていなかったのだ。

「いい部屋だな。ここなら落ち着いてぐっすり眠れそうだ」

「えっ、もう寝るの？」

　思わずそう言ってしまい、すぐに口を噤んだがもうあとの祭だった。

　今の発言は、さすがにわかりやすすぎた。

　沙耶は、すっかり恥じ入って亀のように首を肩に沈めた。

「心配しなくても、これからたっぷり可愛がってあげるよ」

　賢人にプッと噴き出され、沙耶は彼の腕の中でさらに小さくなる。

「そ、そういうつもりじゃ……」

「そういうつもりじゃなきゃ、どんなつもりだ？　それっ！」

「きゃあっ！」

　腕に抱えられたまま二人してベッドに倒れ込み、両手をシーツの上に押さえこまれる。

　顔のあちこちにキスをされ、その合間に賢人が着ているものをベッドの外に放り投げていく。全裸になった賢人が、笑顔で沙耶に覆いかぶさってきた。

「お待たせ。さて、と。今夜はどこから攻められたい？」

「せ、攻めっ……。ちょっ……け、賢人って、こんなキャラだったっけ？」

「さあ……自分でもよくわからない。たぶん、沙耶に開発されたんじゃないかな」

　賢人の掌が沙耶の左胸を包み、こんもりとした山を作った。

「沙耶は普段クールだけどベッドではまるで違う表情を見せるだろう？　かなりＭ寄りだし、言葉責めにも弱そうだ」

「わ、私は別に……ぁあああああんっ！」

　山の頂を甘噛みされ、舌で何度も弾かれる。まるで猫が水を飲むような舌遣いをされ、一瞬で乳嘴が濃いピンク色に染まった。

「ぁんっ……やぁんっ……」

　沙耶が声を上げると、賢人がニッと微笑んで胸の先をペロリと舐めた。

「自分がいろいろとされるのを見るのも嫌いじゃないだろう？　それに、本当はもっと見てほしいんだと思うな。いずれにしても、僕は沙耶の夫だし、見られちゃいけないところなんてないはずだ。とにかく沙耶はぜんぶ僕のものだ。それでいいかな？」

　胸を甘やかに愛撫されながらそう問われて、嘘でも違うなんて言えるはずもなかった。

　沙耶は早くも夢心地になって、こっくりと頷いた。けれど、ふと奈美の顔が思い浮かび、反射的にシーツを蹴って身体を上にずらした。

　急に身体を離した沙耶を見て、賢人がやや驚いた表情を浮かべる。

「賢人……私達、これから本当の意味での夫婦になるんだよね？」

「そうだよ」

「だったら、これまでのルールのままじゃいけないと思うの。ほら……お互いに節度ある付き合いなら恋愛しても構わないって言ってたでしょ」

「確かに、そう言ってたね」

　二人の間にピリリと緊張が走る。

　もしかして言うタイミングを間違えただろうか？

　けれど、今きちんとしておかなければ、すべてがうやむやになってしまうような気がしていた。

「それを、なしにしたいの。……いい？」

「もちろん、いいよ」

「ほんと？　あぁ、よかったぁ！」

　迷うことなく即答され、沙耶は大きく息を吐いて安堵の笑みを浮かべた。

　もしかすると渋られるかもしれないと思ったし、最悪前言撤回されるのではと恐れる気持ちもあったのだ。

「いい笑顔だね。僕と本当の夫婦になるのが、そんなに嬉しいのかな？」

　いたずらっぽい顔でそう訊ねられ、沙耶は何度も頷きながら身体をもとの位置に戻した。

「当然でしょ。だって、賢人の事を本気で好きになったんだもの」

　話しながら賢人の腰に手を回し、双臀に至るまでの硬い筋肉を掌に感じた。彼を想う気持ちが込み上げてきて、唇をきつく噛みしめる。

「僕も沙耶を本気で好きだと思ってる。これから、もっともっと好きになると思うし、夫として沙耶を大切にするよ。改めてよろしく、僕の奥さん」

　結んだ唇にキスをされ、当たり前のように舌を絡め合う。

　今後、いろいろと決めるべき事があるだろうが、今はただ賢人とこうしていたい。

　沙耶は脚を大きく広げ、彼の身体にぴったりと身を寄せた。腰を浮かせ、屹立の側面に秘裂を擦りつける。先端の括れに花芽を掻かれ、思わず声が漏れた。

「あぁんっ！」

　たったそれだけでも全身の肌が熱く粟立ち、淫らな欲求が次々に湧き出てくる。

「そんな声を出して……。もう今すぐにでも挿れてほしいって感じかな？」

「な……なんでわかるの……」

「だって、沙耶はいますごくセクシーでいやらしい顔をしてるから。そんな顔を見れるのは僕だけ──それでいいね？」

「もちろん、いいに決まってる……ぁああああああああっ！」

　返事をしている最中に腰を前に進められ、屹立が根元までずっぽりと奥に沈んだ。蜜がぐぷぐぷと音を立て、蜜窟の中から溢れ肌を伝い下りるのがわかる。　

「沙耶……好きだよ……。沙耶の心も身体も、ぜんぶ……」

　賢人の顔にとろけるような表情が浮かぶ。

　好きな人が自分を好きでいてくれる。

　好きな人と心から想い合っている──思えば、そんな感覚を味わったのは賢人がはじめてだ。喜びが沙耶の心を震わせ、新たな蜜を溢れさせた。

「賢人……あっ……あ、あぁんっ！」

　賢人が奥を突く動きが激しくなり、今にもイってしまいそうになった。まだ感じていたいと思うのと同時に、絶頂を迎えたいと願いながら彼の動きに追随する。

　今日のセックスは、この間のとは違って夫婦としての交わりだ。

　唇を重ね舌を絡め合いながら、奥を突かれ中を掻き混ぜてもらうのが嬉しくてたまらない。

　悦びが高じ、賢人にもっと淫らな事をされたいという欲求が抑えきれなくなる。

　せっかく本当の夫婦になったのだから、もっと賢人と深く交じり合いたいと思う。

「賢人……もっと舐めて……。この間みたいに、賢人の舌で溶かされたいの」

「いいよ」

　すぐに応じた賢人のものが蜜窟から出ていく。名残惜しさでそこがキュンと窄まった直後、両方の乳房をそれぞれの掌で引き寄せられる。

「沙耶の胸がこんなに綺麗なのを知らなかったのは、僕の人生において最大の不覚だ。色合いのグラデーションといい口に含んだ時の感触といい、一度知ったら忘れられなくなる」

「ひぁっ……ああっ……」

　賢人が先端を交互に吸い、ガツガツと食べる真似をする。

　まるで世界一セクシーな野獣に襲われているような気分になり、沙耶は胸元を見つめながら舌なめずりをした。

　標準よりも少し小さめの乳房は、沙耶にとってただの膨らみに過ぎなかった。けれど、賢人に愛撫され性的に開花したそこは、乳暈がぷっくりと膨らんで我ながらとてもエロティックに見える。

　乳房を舌で堪能した賢人が、ゆっくりと起き上がって沙耶の脚の間に顔を近づけた。

「それに、ここも同じくらい美しい。薄桃色の色合いも中のピンク色も見惚れるほど綺麗だ」

　左の花房を唇の間に挟むと、賢人が秘裂に舌を這わせ始める。反対側も同じようにしたあと、満足そうに目を細めた。

「今日は、たっぷりと堪能させてもらうよ。脚が閉じてしまわないように、手でしっかりガードしておいてくれる？」

　膝を腕に抱え込むような姿勢をとるよう促され、素直に応じた。自ら賢人に向かって秘部を晒す格好になり、さすがに恥ずかしくなり視線を横に向ける。

　クチュ、クチュ、クチュ……。

　淫らな水音が繰り返し聞こえる。それが自分が立てているものだとわかり、じっとしているだけなのに息が乱れてきた。

「沙耶のここ、きゅっと閉じたり花開いたり、さっきから動きっぱなしだね」

「だ……って、勝手に……」

「とろとろに濡れてるのに、まだ蜜が溢れてきてる。それに、すごくものほしそうだ」

「やぁんっ……そ、そんな事……言わないで──」

「くくっ……いいね、そのはにかんだ顔……本当はもっと言ってほしい、って感じかな？」

「ああっ！」

　賢人が蜜窟の中につぷりと指を沈め、わざとのようにぐちゅぐちゅと蜜の音を立てる。

　彼はおもむろに沙耶の脚の間に唇を寄せた。蜜にまみれた指で花芽を捏ね、先端を強く吸われる。

　賢人の口の中で包皮が剥け、露出した花芯を舌でチロチロと愛撫された。それに前後して沙耶の身体が跳ね、一瞬で果てて意識がどこかに飛んだようになる。

「あっ……あ──」

　まだ身体を重ねて間もないというのに、どうしてこうも感じてしまうのだろう？

　身体の相性がいいのか、賢人の攻め方が上手いのか……。もちろんそれもあるが、なにより自分の賢人を想う気持ちが要因のひとつであるに違いなかった。

「沙耶のここは、花開く前の薔薇の花のように綺麗だ。一見慎ましく見えるけど、その実とてつもなくいやらしくて、感度がいい。沙耶が僕だけのものだと思うと、嬉しくてたまらないよ──」

　賢人にはじめて抱かれた時のように太腿を腕の中に抱き込まれ、腰をしっかりと固定された。

　秘裂にじっとりと睨ねめ回すような視線を感じて、愉悦交じりの羞恥心が沙耶の全身を痺れさせる。賢人の舌が花房の中をなぞり、蜜窟の中にちゅぷんと沈んでは、また出ていく。

　その度に蜜口がキュッと窄まり、身体にあるあちこちの突端が硬く角ぐむのがわかる。

　勃起した花芽を舌先で嬲られ、全身が熱く総毛だった。ぞくぞくするような愉悦が込み上げ、甘い嬌声が止まらなくなる。

「ぁっ……！　ぁん、あ……」

　掲げられた腰をさらに上向けられ、蜜を湛えた舌が尾てい骨から蜜窟に至る場所を丁寧に舐め始めた。ハッとして賢人のほうを見ると、ちょうど上を向いた彼と視線が合う。

　後孔の窄まりにキスをされ、恥ずかしさが頂点に達した。

「賢人っ……そこ、いや……だめぇっ……」

「僕と沙耶との間に〝だめ〟な事なんかない。……そうだろ？」

　下からじっと見つめられながらそう問われ、またしても淫欲が羞恥を凌駕する。

　沙耶が頷くと、賢人の目が綺麗な三日月型になった。

　彼が喜んでくれている──。

　沙耶は無意識に自分の乳房を掴み、賢人を真似て捏ねるように揉んだ。窄まりを執拗に愛撫され、もう何も考えられなくなる。

　劣情に囚われた沙耶は、上体を起こし賢人のほうに手を伸ばした。

「賢人っ、お願い……挿れて……。賢人のがほしいの……。奥をぐちゃぐちゃに突かれながら、いっぱいキスしたい──ん、む……」

　懇願している途中で素早く起き上がった賢人が、微笑みながら沙耶の蜜窟に屹立を突き立てた。唇にキスをされ、腰を打ちつける音が部屋に響き渡るほど激しく内奥を抉られて嬌声を上げる。

「ふぁああああああっ！　あんっ！　け……んた……あん、ぁあああんっ！」

「沙耶っ……！」

　抱きしめられ、繰り返し最奥を責められて二人同時に至福の時を迎えた。

　賢人の精子が子宮に注ぎ込まれるのを感じて、沙耶は恍惚となりながらも、彼にキスを求めた。

　妻として、これ以上の幸せはない──。

　沙耶はそう思いながら、賢人と唇を合わせ続けるのだった。







第四章　予期せぬ出来事








　七月に入り、夏休み向けの子供向けイベントの準備も佳境を迎えている。

　幸いにも沙耶が企画した「こどもシェフ体験」や「ホテル庭園で昆虫採集」付き宿泊予約はすでに定員に達しており、あとは関係部署と調整をしながらイベント当日を待つばかりだ。

「一之瀬主任、最近なにかいい事ありました？　なんだか笑顔が増えましたよね～」

　真木が帰りのロッカー室で沙耶に話しかけてきた。

「あ、それ私も思いました。近頃の一之瀬主任って〝できる女〟オーラもハンパないです。さっきの久本部長との攻防も、見ていてスカッとしましたよ」

　真木よりも一年後輩の高たか田だが、そう言いながら鼻息を荒くする。

「久本部長、この頃機嫌悪いですよね。まぁ、うちだけじゃないみたいですけど」

　賢人が根気よく説得をした結果、東郷宗次郎社長もようやく人事改革についてかなり前向きに考えるようになった。それにより、久本など役職を笠に着るばかりで会社への貢献度が低い者達はにわかにあわて始めている。その多くが東郷誠副社長の派閥に属しており、誠自身の地位もにわかにぐらつき始めた。焦った彼は自身の父親であり「オーキッドリージェンシー株式会社」現会長の東郷平一に泣きついたようだ。

　しかしそれはかえって誠はもとより一派の無能ぶりを露呈する結果になったと聞く。

　沙耶にそう教えてくれた賢人は、今後は性別階級など関係なく、さらに風通しのいい職場環境を整えると約束してくれた。

　むろん、そうなるにはまだ少し時間はかかるだろう。けれど、何事も段階を経て地盤固めをする必要があるし、賢人なら必ずやり遂げると信じている。

　駅構内に入り、後輩達と別れホームに向かう。乗り慣れた電車に乗り、吊革につかまりながら、何気なく窓に映る自分を見た。

　目の前に見える顔は、声こそ出していないがあきらかににやついている。

（わっ！　私ったらなんて顔してるの！）

　沙耶はあわてて辺りを見回し、表情を引き締めた。駅に着き、ホームを足早に歩いてエスカレーターに乗る。改札に続く通路を行き、いつもとは違う方向に向かう。

　賢人と本当の夫婦になると決めて、今日で十日過ぎた。互いに多忙だった事もあり、彼とはあれからプライベートでは顔を合わせていない。

　けれど、職場では一度だけ同じエレベーターに乗り合わせただけだったが、電話やメッセージで毎日やり取りはしていた。

　時刻は午後七時少し前。

　賢人は三日前から海外出張に出かけており、今夜帰国する予定だ。

　本当の夫婦になると決めてすぐに同居する予定だったが、引っ越しなどの手配もありまだ実現には至っていない。

　賢人はかなり不満そうだが、それもあと少しの辛抱だ。

（賢人、これで少しは焦らされるほうの気持ちがわかったりして……）

　彼の家に行くのは久しぶりだし、会ってゆっくり話せると思うと、それだけで心が華やいでくる。

　またしても表情が緩みそうになり、沙耶はあわてて掌で口元を覆った。

　改札を出て、いつものスーパーマーケットとは違う店に入る。何度か入った事はあるものの、何がどこにあるのかわかっていないせいもあり、店内をウロウロとうろつく。

　食事は済ませて帰ると言われており、自分用に何か食べるものを買いたい。作ろうにも手間がかかるし、綺麗に整えられた賢人宅のキッチンを汚すのも気が引ける。

（あ～あ……私がもっと家庭的だったらなぁ。やっぱり料理教室とか通った方がいいよね？）

　そんな事を考えながら総菜コーナーを眺め、おにぎりとサラダをカゴに入れる。会計を済ませて店を出ると、少し雨がぱらついていた。時計を見ると、いつの間にか三十分も経っている。

（雨が降るなんて、天気予報で言ってなかったよね？）

　それはともかく、いくら慣れていない店だとはいえ、買い物ひとつするにしても段取りが悪すぎる。

　仕事ではきちんとできる事が、どうしてプライベートではできないのだろう？

　これまでは、一人暮らしだったからそれでもよかった。

　しかし、賢人との同居が決まった以上、今のままでは心もとなさすぎる。

（苦手でも、頑張って得意にならなきゃ。いきなりは無理でも、とりあえず普通にやれるようにならないと……）

　本格的な引っ越しは来週の土曜日を予定しており、すでに業者も手配済みだ。時期的に今は中途半端な時だが、賢人の妻であるという事実が沙耶の心に安心感をもたらしていた。

　今向かっているのは夫が住む家であり、もうじき自分もそこに引っ越しをする。

　これまでの仮面夫婦生活は、もう終わりだ。ほんの少し前まで書類の上だけの夫婦だったのに、今はもう本当に想い合っている。

（ふふっ、嬉しい……。あんな素敵な旦那さま、ほかにいないよね）

　外見はもとより、賢人の内面を知れば知るほど気持ちが彼に傾いていく。思い返してみれば、彼は常に妻である自分を思いやってくれていたし、こちら側の親族にも丁寧な対応をしてくれていた。

（本当に真面目な人……。それなのに、ベッドではあんなに情熱的で──）

　賢人に抱かれるまで、沙耶は本当の悦びを欠片ほども知らなかった。彼と出会わなければ、自分はきっと本当の意味での性的な満足を知らずにいたに違いないと思う。　

　そんな事を考えているうちに、自然と足が弾み、うっかりスキップをしてしまった。

　持っていた荷物が大きく揺れ、すれ違った通行人に怪訝な顔をされる。

（うわ、いい大人がスキップなんかしてって思われたよね）

　しかも、通行人は皆沙耶よりも目線の高さが下だ。その上、今日は少し踵の高い靴を履いている。

　賢人といるとまったく気にならないが、沙耶が高身長であるのには変わりはない。ハイスペックな男性の妻ではあるが、自身がランクアップしたわけではないのだ。

　これまでは特に気にした事はなかったが、本気で賢人を好きになった今、少しでも彼に釣り合うような女性になりたいと思う。

（まずはこれまで以上に仕事を頑張らなきゃね。それに、料理以外の家事もできるようにならないと──）

　機嫌よく歩いていた足が遅くなり、浮ついていた心にざわざわとしたさざ波が立つ。

　頭の中に奈美の顔が思い浮かび、一瞬で気持ちがどんよりと暗くなった。

　結局ルビーのピアスの件は賢人に聞けないままだし、あれ以来奈美とも話せていない。

　いずれにせよ、もう夫婦で同居するのだからハウスキーピングは必要なくなる。

　少なくとも沙耶の自宅分は不要だし、二人で住むのだから家事は分担すればいいのではないだろうか。

　そうするためにも、家事が苦手だなどと言ってはいられないし、ハウスキーパーを頼むにしても奈美にはきてほしくなかった。

（ううん、やっぱりハウスキーパーさんは頼まない方向で考えたほうがいいよね。だって、また若くて綺麗な女性が来ないとも限らないし……。やっぱり自力で頑張らなきゃ。そうでないと、いつまでたってもできるようにならないじゃない）

　この件については、賢人と奈美の関係に気づいて以来ずっと考え続けてきた。

　いずれにせよ、ハウスキーパーについては賢人と話さなければならない。本音を言えばベッドも交換したいくらいだ。

　けれど、賢人が奈美と関係するのを容認するようなルールがあった以上、彼には非はない。さらに、既婚者と知っていたとはいえ、一方的に奈美を責めるわけにもいかなかった。

　まさか自分達夫婦が本当に想い合う日が来るとは思いもよらなかったし、自分さえ知らん顔をすればすべてが丸く収まるのだ。

（だけど、奈美さんがこのまま大人しく辞めてくれるかどうか……）

　わざわざルビーのピアスを落として賢人と関係がある事をアピールしてきた彼女だ。

　あっさり賢人との関係を終わらせてくれたらいいが、もしそうでなかったら？

（もしかして、話がこじれるかも？　なんだかんだ理由をつけて慰謝料を要求されるとか？　だけど、奈美さんだって賢人が既婚者だって知ってて関係したわけだし……ああもう、ややこしい！）

　お金で解決できるなら、それでもいいし、むしろ大歓迎だ。

　頭の中にいろいろな考えが思い浮かび、自然と表情が険しくなる。

　世間一般の考え方をすると賢人は妻を裏切った夫であり、奈美は彼が既婚者だと知りながら関係を持った浮気相手だ。

　それに、夫婦の事に重点を置いて考えていたが、もし奈美が多少なりとも賢人を本気で好きだったとしたら？

　これまでも十分すぎるほどあれこれと悩み、あとは賢人の様子を見ながら話を進めようと決めて今日の日を迎えた。けれど、いざその時になってみると、心が落ち着かない。

　果たして自分はうまく立ち回れるだろうか？

　これまでの経験では、一方的に捨てられるばかりだったし、正直言ってどう対処すればいいのかわからないのだ。

（妻なんだから、ドンと構えていればいいじゃない。あぁ……でも、妻なんて実は紙切れ一枚でどうとでもなる立場なんだよね）

　悩みながら歩き続け、いつの間にか賢人の自宅前に到着する。

　エントランスを通り抜けて、玄関の前に立つ。カードキーを開けて一歩中に入った時、リビングのほうから明るい笑い声が聞こえてきた。驚いて立ち止まり、咄嗟に息を潜めた。

　床を見ると、白いハイヒールが置かれている。

（え……誰……まさか、奈美さん？）

　咄嗟に奈美の顔が思い浮かび、思いきり動揺する。

（また時間外に仕事？　でも、いつも玄関先に置いているはずの会社バッグがない……）

　仕事でなければ、彼女はいったいここで何をしているのだろうか？

　また仕事以外で、勝手に押し掛けてきたとか？

　そうだとしても、カードキーを持っている限り彼女はここに自由に出入りできるのだ。

（奈美さん、なんでまだカードキーを持ってるの？）

　本当の夫婦になるのだから、奈美はもう二人の間にいてはいけない存在だ。

　それなのに、なぜ──。

　自分のほうが優位な立場にあるにもかかわらず、沙耶はそこで立ち止まったまま息を顰めた。

「──やだぁ、賢人さんったら……。はい、わかってます。……ふふっ……私も大好きです。……今度いつ会えますか？　……はい、了解です。もう、賢人さんったらエッチですね。うふふ……わかりました。会えるのを楽しみにしてますね」

　賢人の名前を出され、沙耶は唇をギュッと噛みしめた。

　聞こえてくる声の様子からして、たぶん奈美は賢人と電話中なのだろう。

　話の内容からすると今夜会うわけではないようだが、では何をするためにここに来たのだろうか？

　間もなくして声が途絶え、奈美が部屋を歩き回る音が聞こえてきた。その音がだんだんと近づいてくる。

　沙耶は咄嗟に玄関の外に出て、そっとドアを閉めて廊下の突き当りまで移動した。

　壁の窪みに身を隠し、玄関の様子を窺っていると、すぐに奈美が出てきた。足音が遠ざかり、続いてエレベーターの電子音が聞こえてくる。

　廊下を見ると、もうすでに奈美の姿はない。

　沙耶は大きく安堵のため息をつくと同時に、コソコソと隠れてしまった自分に腹を立てた。

　憤りながら玄関のドアを開け、今度こそ中に入り拳を握りしめる。

「バカみたい……なんで本来ここに居るべき私が隠れなきゃならないのよ……」

　怒っても、実際に逃げたのは自分だ。

　沙耶は己の腰抜けぶりに落胆し、地団太を踏みながら不甲斐ない自分を罵倒するのだった。

　

　賢人と奈美の電話を盗み聞きした次の日、沙耶は思い切って賢人に連絡をした。

『会って話したい事があるの』

　沙耶が送ったメッセージに、賢人はすぐに反応してくれた。

『了解。今日のランチを一緒にどう？』

　職場近くのカフェで待ち合わせをし、時間通りに店に入りフロア一番奥の席に着いた。

　ほどなくしてやって来た賢人と向かい合わせに座り、クラブハウスサンドイッチのランチセットを二人分頼む。店内にはクラシック音楽が流れており、周囲にいる客は皆知らない人ばかりだ。

「思えば、仕事中にこうして二人でランチするのってはじめてだな」

「そう言えばそうね」

　軽い感じで話し始めたものの、沙耶は密かに緊張して膝の上に載せた手を強く握りしめている。

「話したい事って何？」

　賢人に訊ねられ、沙耶は覚悟を決めて彼の顔をじっと見つめた。

「あのね……実は、ハウスキーパーの事なんだけど……。できればもう契約を終わりにしたいの。今後は一緒に住むわけだし、私もこれから家事を頑張るから……お願いっ！」

　沙耶は努めて明るい声でそう話し、最後に両手を合わせてお願いのポーズをとった。本当はお道化るような心情ではなかったが、そうする事で声の震えを誤魔化したのだ。

「そうか、わかった。君がそうしたいと言うなら、僕はそれで構わないよ。家事は共同ですればいいし、苦手な部分は僕がサポートする。……だけど、いきなり止めるとなると君の負担が急に増える事にならないか？」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

　気づかわし気な顔をする賢人を見て、沙耶は下を向いて口ごもった。

　本当ならストレートに奈美との関係を問いただしたかった。けれど、せっかく本当の夫婦としての生活が始まろうとしているのだ。できれば余計な波風は立てたくないし、同居を機に三角関係に終止符を打てる事を期待していた。

「もしかして、野原さんと何かあったのか？」

「えっ……ど、どうして？」

　ふいに奈美の名前を出され、沙耶はついわかりやすく動転してしまった。

「やっぱり何かあったんだな。何があった？　正直に話してくれ」

　テーブルの向こうから賢人の右手が伸びてきて、沙耶の左手を握った。

　できれば、今すぐにすべてを話してしまいたい。けれど、やはりそうするのが怖かったし、ランチタイムに話せるような内容でもなかった。

　沙耶は自分の賢人に対する想いと夫婦の未来を考え、このタイミングで詳細を話すべきではないと判断する。

「実は、奈美さんと最近あまりうまくいってなくって……。もう彼女とは顔を合わせたくないし、夫婦としても奈美さんとのかかわりを完全に断ち切りたいの」

　沙耶はできるだけ簡潔に、かつきっぱりと自分の意思を言葉と声に込めて彼に伝えた。

　沙耶の思いつめたような様子を見て、賢人がすぐに頷いて握った手の指先を絡めてくる。「じゃあ、すぐにでも契約を切ろう。今日中に『トキワ家事代行サービス』に連絡を入れて契約解除の手続きをするよ。それでいいね？」

　思いのほかあっさり受け入れられ、張り詰めていた緊張の糸が緩んだ。自然と口元に笑みが浮かび、絡めた彼の指をギュッと握り返す。

「うん、お願い」

「ほかに僕にできる事はあるか？　あるいは、やるべき事とか」

「ううん、今はそれだけでいいの。ありがとう……あ、クラブハウスサンドが来たわよ」

　トレイを持ったウェイトレスがやって来て、テーブルの上にランチプレートを置く。会話が途切れ、用事を終えたウェイトレスがテーブルを離れた。

　賢人はまだ気遣わしげな表情を浮かべている。

　しかし、今はもうこれ以上奈美の話をしたくなかった。そう思うほど、彼女の存在は沙耶の心に大きなダメージを与え続けていたのだ。

「美味しそう。さ、食べましょ。お腹空いちゃった」

　沙耶が賢人を見てにっこりすると、彼も同じように微笑みを浮かべた。

　今後また、必要に応じて奈美の話をする事があるかもしれない。だが、今は心配よりも安堵のほうが遥かに大きかった。

「そうしようか。今日は早く帰れそうか？」

「ううん、ちょっと残業する」

「あまり無理をしないように。それと、晩御飯をちゃんと食べるんだぞ」

「うん、ちゃんと食べるって約束する」

　話しながら、クラブハウスサンドイッチを食べアイスコーヒーを飲む。そうしながらも、二人はまだ指を絡め合ったままだ。

　食べにくいし、手を離したほうがいいに決まっている。特に、利き手が使えない賢人は相当食べづらいはずだ。

　けれど、絡んだ指は一向に離れないし、お互いにそのつもりはないとわかっていた。

　結局そのまま手を繋ぎ続け、ほぼ同じタイミングでランチを食べ終える。

「このままずっと手を繋いでいたいな」

「私もそう思った」

　沙耶がそう言って笑うと、賢人が指で掌をくすぐってきた。ここへ来る前とは、気分がまるで違う。渋々手を離し、席を立って会計を済ませる。

　店の外に出て歩き出そうとした時、賢人がふいに沙耶の耳元に囁きかけてきた。

「引っ越し前に、もう一度沙耶を抱きに行っていいか？」

「えっ……ちょっ……、こんなところで何を言ってるのっ……！」

　沙耶は途端に顔を赤くし、急いで辺りを見回した。そのあわてぶりを見て、賢人が朗らかな笑い声を上げる。

　願わくは、このまま二人で平穏な夫婦生活を送りたい。

　沙耶は心の中でそう思い、賢人の腕にそっと掌を添わせるのだった。

　

　

　七月も下旬になり、いよいよ夏休みシーズンに突入した。

　沙耶はイベントの企画者として動向を見守りつつ、引き続き秋の企画に関する業務に携わっている。

　仕事は今のところすべて順調だし、引っ越しも終わった。

　賢人との夫婦関係は良好で、公私ともに充実そのもの。奈美に関して言えば、カフェで話した当日に「トキワ家事代行サービス」に連絡を入れ、契約を解除した。

　その後、賢人が奈美と連絡を取っている様子はないし、沙耶としてはこのまま夫婦だけの幸せな暮らしが続く事だけを願っている。

（ぜんぶじゃないけど、思っている事をきちんと伝えられてよかったな）

　話せば気持ちは伝わるし、話し合えばお互いへの理解も深められる。

　同居に際して、賢人の提案により別会社を通じて五十代のベテランハウスキーパーを頼む事になった。来てくれるのは、週に二回。それはひとえに沙耶の負担を軽くするためであり、同時に家事を学びたいという妻の気持ちを考えてくれた上の事だ。

　結果的に頼んだのは大正解。

　新しいハウスキーパーは人柄がよく、すべてにおいて手際がいい。沙耶に家事を教えるのを楽しんでくれているし、文句のつけようがないくらいだ。

（ほんと、来てもらってよかった）

　ちょうど仕事が繁忙期に入ったし、彼女がいてくれてかなり助かっている。

　夏休みシーズンのあわただしさは毎年の事だが、今年はイベントの規模も大きく忙しさで目が回りそうだ。

　それに加えて、近頃なんとなく身体がだるい。疲れているのかと思い休日は自宅でゆっくりしているが、あまり効果がなかった。

（そう言えば、今月も遅れてるなぁ）

　体調が今ひとつのせいか、もともと乱れている毎月のものがいつも以上に遅れている。

『土日を挟む前に病院に行ってきた方がいい』

　賢人の勧めもあり、木曜日の今日、沙耶は仕事終わりにかかりつけの婦人科を受診した。

　そこで、てっきり疲れが溜まっているせいかと思いきや、まさかの妊娠が発覚した。

　驚いて座っていた椅子から転げ落ちそうになるも、なんとか踏みとどまる。

「せ、先生っ、本当ですか？」

「もちろん本当です。卵巣の機能が低下しているからと言って、妊娠しないわけじゃありませんよ」

　ニコニコ顔でそう言われ、最後に「おめでとうございます」と祝いの言葉を貰った。

　妊娠に関する小冊子を貰い、建物の外に出る。

　歩き出した途端ヒールの踵が滑り、咄嗟にお腹を手で押さえた。

　もう自分だけの身体ではないと実感して、妊娠中は決してハイヒールを履かないと心に決める。

　すぐに賢人に連絡をしようとして、バッグからスマートフォンを取り出した。けれど、どうせなら直接顔を見て報告したほうがいいと思い直す。

（とりあえず、できるだけ早く帰ってきて──っていうメッセージくらいは送ってもいいよね）

　送信を終えてまた歩き出し、途中駅前のショッピングモールに立ち寄ってから帰宅した。

　家に着くとすぐに荷物を置き、賢人を迎える準備をする。

　はやる気持ちを落ち着かせようと、ジンジャーティーを淹れて一口飲む。それは、夏でも手足が冷える事がある沙耶のために、賢人が買って来てくれたものだ。

　妊婦にはカフェインやハーブティーはよくないと言うが、ジンジャーティーなら大丈夫だ。そうと知らず買ってくれたものだけれど、タイムリーだし気にかけてくれる気持ちが嬉しかった。

（ほんと、賢人ってつくづく理想的な旦那さまだなぁ……。そんな人との赤ちゃんが私のお腹にいるなんて、嬉しくて今なら空を飛べそう）

　妊娠の喜びに浸りながら着替えを済ませ、夕食の準備をする。

　それが済むと、沙耶はバッグからさっきベビー用品売り場で買った、ベビーシューズを取り出した。まだ気が早すぎるとは思ったが、賢人に妊娠を告げる時に役に立ってくれると思ったのだ。柔らかな生地でできたそれは、色は淡いクリーム色で掌で包み隠せてしまうほど小さい。

「ふふっ、可愛いな」

　ベビーシューズに見入りながら両手でお腹をさすっていると、玄関チャイムが鳴った。ドアが開き「ただいま」の声とともに賢人が帰ってきた。

「おかえりなさい！」

　持っていたベビーシューズを壁際の飾り棚に置くと、沙耶は賢人を玄関まで出迎えに行った。リビングから小走りにやって来た沙耶を見て、賢人がやや驚いた表情を浮かべながら、にっこりする。

　彼は沙耶に近づくなり肩を抱き寄せて、額にキスをしてきた。

　同居を始めて以来、二人はまるで新婚夫婦のように頻繁にスキンシップをとるようになっているのだ。

「出迎えありがとう。今日婦人科に行ってきたんだろう？　先生はなんて？　やっぱり疲れとストレスが原因か？」

　微笑みを浮かべながらも、彼の目には心配でたまらないという思いが見てとれる。

　沙耶は賢人の手を取り、リビングのほうへ連れて行った。

「原因は疲れとかじゃなかったの」

「そうなのか？　だったら、原因はほかにあるって？」

「そうだったみたい。それよりもね──」

　沙耶は賢人のほうを振り返ると、ベビーシューズを背中で隠しながら飾り棚の前で立ち止まった。その横には賢人の誕生日に渡そうと決めていたネクタイが置いてある。

　繋いだ手をネクタイに近づけると、沙耶ははにかんだ顔で賢人を見た。

「四時間くらい早いんだけど、誕生日おめでとう。これ、誕生日プレゼントのネクタイ。それと、こっちは、もっと気が早いんだけど、どうしてもほしくなって──」

　沙耶は賢人の手をベビーシューズのほうに移動させた。そちらを見た賢人が、目を大きく見開きながらあんぐりと口を開ける。

「え……これって……も、もしかして……に、妊娠……？」

「うん。まだ初期だけど、間違いないって」

　沙耶が返事をした途端、賢人が両手を挙げて雄叫びを上げた。彼はびっくりする沙耶を横抱きにすると、リビングの中を踊るように練り歩き始める。

「やった！　沙耶に赤ちゃんができた！　ベビーだ！　二人の愛の結晶だ！　神さまがくれた最高の誕生日プレゼントだ！」

　時にクールな外見からは想像できないほどホットな面を見せる賢人だが、これほど無邪気に喜びをあらわにするのははじめてだ。

「ちょっ……ちょっと、賢人──ん、んっ……」

　くるりと回りながら唇にキスをされ、そのままベッドルームに連れていかれた。

　ブランケットの上にそっと下ろされ、仰向けに寝そべった横に賢人がぴったりと寄り添う。

「沙耶……嬉しいよ。言葉に表せないくらい興奮してるし、信じられないくらい有頂天になってる。ああ、沙耶……お腹にキスをしてもいいか？」

　賢人が顔を紅潮させながら、そう訊ねてくる。

「もちろん」

　沙耶の横に正座すると、賢人がお腹に何度となくキスをする。その嬉しそうな様子を見て、思わず笑い声が漏れた。

「ありがとう、沙耶」

「私こそ、ありがとう。賢人」

　再び横向きに寝そべった賢人と向かい合わせになり、うっとりと目を閉じてもう一度唇を重ね合わせる。

　今まで、これほどどっしりとして確かな幸せを味わった事があったろうか？

　お腹には愛する人とのベビーがいて、すぐそばには賢人がいる──そう思い目蓋を上げると、こちらをじっと見つめている賢人と目が合った。

「……愛してる」

　そう呟いたのは、二人同時だった。

　沙耶は目を瞬かせて賢人に見入った。

「なんでもっと早く言わなかったんだろうな。愛してるよ、沙耶。一生大切にする。僕のすべてをかけて沙耶とベビーを守り続けるって誓うよ」

「賢人……愛してる……。きっと、もうずっと前から──」

「僕もだ」

　沙耶の目から幸せな涙が溢れ、こめかみを伝い下りる。賢人の腕の中こそ、自分の居場所だ。

　沙耶は、にっこりと微笑むと、満ち足りた気持ちで賢人の胸に頬を寄せるのだった。

　

　

　妊娠報告で沸いた二日後の土曜日、沙耶は一人自宅で留守番をしながらゆったりとした休日を過ごしていた。

　昨日は賢人の誕生日で、終業後に待ち合わせてデートをし、彼のいきつけの日本料理店でディナーを楽しんだ。

　夜は同じベッドで手を繋いで眠り、朝起きたら賢人がうしろから抱きかかえるようにして、沙耶のお腹をさすっていた。

『大事なベビー、元気か。いい子だね。すくすく育つんだぞ』

　しばらくの間眠ったふりをしていたら、そんな呟きが聞こえてきて心が喜びに溢れた。

　愛されていると感じたし、実際に二人は深く想い合っていると身に染みて感じている。

（幸せだな……）

　賢人は友達の結婚式に出席するため、ついさっき出掛けて行った。帰宅は夜遅くなるから、今日の夕食は一人だ。

　この頃の沙耶は、賢人や新しいハウスキーパーにいろいろとレシピを教わっていた。

　自分でも呆れるほどの料理下手だった沙耶だったが、パスタはどうにかまともに茹でられるようになっている。

（今夜の晩御飯は、リベンジのパスタディナーにしようかな）

　ＢＧＭ代わりに流していたＦＭラジオが、午後二時を知らせた。

　沙耶はソファから立ち上がり、お腹をさすりながらキッチンに向かおうとした。ちょうどその時、ドアベルが鳴りリビングの入口横の壁に据えられたモニターがオンになる。

　誰かと思って近づいてみると、そこに映っているのは奈美だった。

「奈美さん？」

　彼女が一之瀬家のハウスキーパーでなくなって、もう十日以上経つ。嫌な予感しかしないが、何かしら用事があって来たに違いない。

　沙耶はインターフォンで返事をしてから、玄関に急いだ。ドアを開け、奈美と対峙する。

　ぎこちなく挨拶をしたあと、沙耶は彼女にここへ来た用件を訊ねた。

「沙耶さんには一度きちんと話しておかなければならないと思ったので。──私、賢人さんともう二年近くお付き合いしてます。つまり、男女の関係だったって事です。沙耶さん、知ってましたか？」

　いきなりそんな質問をされ、沙耶は一瞬口ごもった。

　夫婦の仲が確固たるものになった今、奈美の事は記憶の底に埋もれさせて忘れてしまおうと思ったりしていた。そうでなくても、彼女はもう夫婦にとって過去の人だ。

　しかし、こうして顔を合わせた以上、話し合わないわけにはいかなかった。

　頭の中で、どう答えたらいいのか考えた末に、覚悟を決めて口を開く。

「ルビーのピアス、ベッドルームで見つけました。あれはわざとあそこに置いたんですか？」

　沙耶は奈美を正面から見つめてそう訊ねた。

「ええ、わざとです」

「それは、私に見つけさせるため？」

「はい、そうです」

　奈美がきっぱりとそう言い切り、沙耶を真っすぐに見つめ返してくる。

「そうですか」

　身長差があるため、沙耶はどうしても奈美を上から見下ろすような格好になってしまう。

　玄関先で済むような話でもないし、沙耶は奈美をリビングに招き入れた。

　ダイニングテーブルを挟んで向かい合わせに座り、互いの顔に視線を置く。

　奈美が唇の端を噛み、部屋の中に視線を巡らせた。

「なんとなく部屋の雰囲気が変わりましたね。知ってますよ、ここで同居を始めたんですよね？　ご夫婦なんだから当たり前ですけど、どうして今更夫婦の真似事をしようと思ったんですか？」

「真似事って、私と賢人は実際に夫婦です」

「それはそうですけど、ちょっと前まで書類上の関係でしたよね？　賢人さんからいろいろと聞いてます。直属の上司との人間関係がうまくいってないとか、卵巣の機能不全だとか」

「えっ？」

　思わず声が出て、咄嗟に口を噤む。

　上司の愚痴など賢人以外に言った事などないし、卵巣が機能不全だと知っているのは彼だけだ。沙耶が動転しているのを見て、奈美が口元に微かな笑みを浮かべた。

「言いましたよね？　賢人さんからいろいろと聞いてるって。それは、私が一之瀬家のハウスキーパーじゃなくなっても続いてます」

　賢人と奈美の関係については、結局知らぬふりを通しており彼を問いただすような事はいっさいしていない。そのため、しこりになって心の奥底に残ってはいたし、今も続いている可能性はゼロだと思い込む根拠は何もなかった。

　けれど、契約解除を機に関係は断ちきってくれたものと思っていたし、そうに違いないと自分自身に言い聞かせていたのだ。

「ちなみに、沙耶さんが妊娠したって言うのも教えてもらいました。さすがにショックでしたけど、賢人さんは『だけど奈美を愛してるのは本当だ』って言ってくれました。それに、沙耶さんが住んでいたマンションに、私を住まわせてくれるって」

　妊娠を告げたのは、ほんの二日前だ。賢人は心から喜んでくれたし、その気持ちに嘘はないと信じている。

　けれど、今の話を聞くと賢人は依然として奈美と連絡を取り、沙耶の妊娠の事実まで伝えていたという事になる。

（嘘……そんなの、信じられない……）

　けれど、奈美が夫婦しか知らない事を知っているのは事実だ。

　膝の上に載せた拳が震え、爪が掌に食い込んだ。

　呆然とする沙耶をよそに、奈美は落ち着いた様子でバッグからスマートフォンを取り出した。

「それと、これ──私のお腹にいるベビーのエコー写真です。ほら、まだ小さいですけど、ちゃんとわかりますよね？　もちろん、私と賢人さんの間に出来たベビーです」

　奈美が沙耶の目の前に突き出してきたスマートフォンの画面には、確かに言われたとおりのものが表示されている。

　まだ人としての形を成してはいないが、あきらかに沙耶のお腹にいるベビーよりも月齢が上だ。

「──ま……まさか……そんな──」

「信じたくない気持ちはわかりますが、これが事実です。私と沙耶さんのお腹にいるベビー、同じ学年になるのかしら？」

　小学校の学区がどうのこうのと話す奈美を前に、沙耶は何も言えないままただテーブルの上に置かれたスマートフォンの画面を見つめ続けた。

「とにかく、そういう事です。今日はその事をお知らせに来ただけなので」

　奈美が椅子から立ち上がり、スマートフォンを手にした。それにつられるようにして顔を上げると、こちらを見下ろしていた奈美と視線がぶつかった。

「沙耶さん……。ごめんなさい。辛いですよね？　でも、私だって辛いんです。だって私は賢人さんの妻じゃないんですもの。優しい男って、罪ですよね……」

　そう言う奈美の目から、涙がポロリと零れ落ちた。彼女はそれを急いで指で拭うと、スマートフォンを大事そうにバッグの中にしまった。

「賢人さん側の親族の反対さえなければ今頃私が彼の奥さんだったのに……。でも、仕方ないです。彼が愛してくれさえすれば、私は……」

　奈美曰く、賢人は彼女を結婚相手として親族に紹介したのだという。けれど、彼女に離婚歴があるせいで猛反対されて籍を入れる事は叶わなかった、と。

「じゃあ、私、帰ります。それと、賢人さんには今日ここに来た事は黙っててくださいね。彼、きっと沙耶さんには私とベビーの存在を言わないまま、結婚生活を送ろうと考えているんだと思いますから。沙耶さんには、また個人的に連絡しますね」

　それからすぐに奈美が帰り、沙耶は一人リビングに取り残された。頭の中はごちゃごちゃだし、心の中には嵐が吹き荒れている。

　もし奈美が言う事がすべて真実なら、夫婦の仲は風前の灯火だ。しかし、沙耶には賢人がそれほどの事をするとはどうしても思えなかった。

（そんなの、信じない……。賢人さんが、そんなひどい人であるわけない）

　二人が本当の夫婦になる前ならいざ知らず、賢人は沙耶にはっきりと想いを告げてくれた。彼は嘘を言うような人ではないし、ましてや妻を裏切るような真似だけはしないはずだ。

　賢人を信じたいし、今も固く信じている。

　だが、説明のつかない事が多すぎて、信じる気持ちが悲しみに寝食されそうになっていた。

　それに、二人が愛を語り合ったのは、ほんのひと月ほど前だ。

　奈美の言葉を全面的に信じるわけではないが、彼女に見せられたエコー写真が目の前にちらついて仕方がない。

　とにかく今は、ついさっきまで奈美がいたこの家にいたくなかった。

　そう思った沙耶は、急いで必要最低限の荷物を持って自宅をあとにするのだった。







第五章　愛する人の腕の中








　週末の午後の街は賑やかで、表通りのカフェは人でいっぱいになっている。

　ついさっき自宅を出たばかりの沙耶は、スニーカーを履いた足を進めながらため息をつく。

（家を出たはいいけど、どこへ行こう……？）

　落ち着いて考えたいと思うが、あまり騒がしい場所に身を置きたくなかった。今は誰かと会う気にもならないし、かといって一人でいるのも心許ない。

　実家に帰れば何事かと問い詰められそうだし、今さら後戻りをして家に帰るという選択肢はなかった。

　明日は日曜日だし、仕事もない。

　時間が解決してくれるものでもないが、少なくともあと一日は今抱えている問題だけに集中することができる。

　駅に着き、とりあえず改札を通り抜けていつもとは違うホームに向かう。行き先を決めないまま、ちょうど停車していた電車に乗り込み、空いている席に腰を下ろす。先頭に近い車両に乗ったせいか、車内は若干空いており窓の外の景色が垣間見えた。

　座りながら、ぼんやりと時を過ごし、気がつけば一時間ほど経っていた。

（えっと、ここはどこ？）

　窓の外を見て、駅名がついた看板を探す。そして、今いる場所が安産祈願で有名な神社の近くである事に気づいた。

（そうだ。ちょうどいいから、安産祈願をしよう）

　沙耶は席を立ち、ホームに降り立って神社を目指した。駅から五分の場所にある神社に到着し、すぐに安産の祈祷を申し込み、順番を待つ。

　周りを見ると、皆家族か夫婦で来ている人ばかりだ。そんな中、たった一人でここに来た自分が悲しくなる。

（急に来たんだから仕方ないでしょ。それに、せっかく祈祷してもらうんだから、落ち込んだままじゃベビーに申し訳ないよね）

　気を取り直し、できるだけ心静かに待っていると、自分の順番が来た。祈禱殿に入り、御祈祷を受けたあと、お札や腹帯などを受け取る。

　神社内を散策しようと、それらを大事にバッグにしまった時、背後からポンと肩を叩かれて仰天した。うしろを振り返ると、確かに見覚えのある顔が驚いた顔でこちらを見ている。

「あっ、鷹子おばあさま！　こ、こんにちは」

「こんにちは。こんなところで奇遇ね」

　肩を叩いてきたのは、健太の父方の祖母であり「一之瀬ホールディングス」現会長の一之瀬鷹子だった。彼女は長く社長を務めた後五年前に勇退し、現職に就いた。

　一族の長でもある鷹子の力はいまだ絶大で、彼女の一声で会社の方針や親族内の様々な事が決まると言われている。

「今日はここに子授け祈願に来たの？　いい心がけだわ。日頃うるさく言った努力がやっと報われたってところかしらね。今日は賢人と一緒じゃないの？」

　訊ねられ、咄嗟に笑顔で首を縦に振った。

「はい、今日は私一人です」

「まあ、あの子ったら無責任ね。祈祷は夫婦揃ってしてもらうべきものなのに」

　鷹子がしかめっ面をして、フンと鼻を鳴らす。

「今度、うちに呼んでお説教してやらないと」

　鷹子が眉根を寄せながら、指先で何かをつねるしぐさをする。

　気性が激しい彼女は一族の誰からも恐れられている存在だ。けれど、はじめて会った時からなぜか沙耶を気に入ってくれて、口うるさくはあるものの割と良好な関係を保てている。

「賢人さんは、今日は友達の結婚式に出席しているんです。それに、ここへ来たのは私が急に思いついたからで、賢人さんは知らないんです」

　沙耶は賢人をかばいつつ、無理に明るい表情を浮かべた。その顔を見て、鷹子が僅かに片方の眉尻を上げて首を捻る。

「あらそう……。あなた達って、相変わらずよそよそしい夫婦ね。賢人は『今時はこれが普通です』なんて言うけど、夫婦の関係に今時も何もないわ。そう思わない？」

　再び質問を投げかけられ、沙耶は曖昧に微笑んで「はい」と言った。

「どっちつかずの返事ねえ。いつものあなたらしくないわ」

「すみません」

　歯切れの悪い返事をするのは、本意ではない。けれど、今の沙耶にとって夫婦関係の正しい在り方について確信を持てる事など何ひとつなかったのだ。

「それとも、ここに一人で来なきゃならなかった理由が別にあるのかしらね。まあ、いいわ。沙耶さん、せっかくこうして散歩の途中で会えたんだし、これからうちにいらっしゃいな」

　言われてみれば、ここは鷹子の自宅からさほど遠くない場所に位置している。

　ちょうど行き先に困っていた事もあり、沙耶は鷹子の誘いに応じる事にした。

「はい。では、お言葉に甘えてお邪魔させていただきます」

「よかったわ。じゃ、行きましょうか」

　それからすぐにタクシーに乗り込み、鷹子の自宅に向かった。高級住宅街であるそこは、沙耶達が住む界隈よりも歴史が古く、超がつくほどの富裕層の住人も少なくない。

　当然豪邸も数多く建っており、中でも鷹子の自宅は周りの邸宅が小さく見えるほどの敷地面積を誇っていた。

　沙耶は以前賢人とともに一度だけ鷹子邸を訪れた事があるが、あまりの広さに度肝を抜かれた覚えがある。駅前の賑やかさとはまるで違う雰囲気の街並みを通り抜け、緩やかな坂道を上りきった突き当りでタクシーを降りた。

　門前には植木を剪定中の男性がおり、鷹子が彼と挨拶を交わす。彼とは長年の付き合いのようで、男性のほうも気軽な感じで話している。

「こちら、孫の賢人の奥さんの沙耶さんよ。さっき、散歩の途中で偶然会ったの。ほら、駅からすぐの子宝神社で」

「ああ、あそこはこのあたりじゃ子授け祈願で有名ですからね。おや、腹帯をいただいたって事は、子授けじゃなくて安産の祈願でしたか！　これはこれは、おめでとうございます」

　沙耶のバッグを見た男性が、そう言ってにこやかに笑った。

　鷹子と一瞬顔を見合わせたあと、沙耶はすばやくバッグを見た。すると、きちんとしまったはずの腹帯が、いつの間にか半分ほど飛び出している。包み紙にはでかでかと「腹帯」と表書きがされており、横には神社の朱印が押されていた。

　もはや、ごまかしようがない。

　おそるおそる顔を上げると、満面の笑みを浮かべた鷹子と正面から目が合った。

「そうなのよ。おめでたいでしょ？　これで私もひいおばあちゃんよ」

　鷹子にそっと背中を押され、玄関に向かった。

　男性に見送られながら、鷹子とともに門を通り抜けて玄関に向かう。迎えてくれたお手伝いの女性に挨拶をし、奥の部屋に入る。

　鷹子は趣味で大正から昭和初期のインテリアを集めており、広々とした部屋のあちこちにそれらが配置よく置かれていた。

　以前ここに来た時も興味を惹かれたが、今はそれどころではない。

　長椅子に座るよう促され、鷹子と並んで腰を下ろす。

「沙耶さん、あなた妊娠してるの？」

　落ち着いた声でそう聞かれて、沙耶は素直に頷いた。

「はい、つい先日そうとわかりました」

「賢人はこの事を知っているの？」

「もちろん、知ってます。とても喜んでくれましたし、私自身もすごく嬉しく思っています」

　そう返事をすると、鷹子がみるみる相好を崩し沙耶の手を握ってきた。

「おめでとう！　本当によかったわ。これまでいろいろとうるさく言ってごめんなさいね。古めかしい事を言うようだけど、やはり一之瀬家直系の初孫ですもの。嬉しくて嬉しくて、今なら空を飛べそうだわ」

　妊娠がわかった時の自分が思ったのと同じ事を言われ、沙耶は思わずにっこりする。

「ありがとうございます。私も同じ事を思いました」

　沙耶は手をパタパタさせて空を飛ぶ真似をした。

「そうなの？　ふふっ、前から思ってたんだけど、私と沙耶さんってなんとなく似たところがあるのよね。波長が合うというか、いつもはっきりと受け答えをしてくれるし、裏表がないわ。……でも、そんなあなたが、今日はどこか変よね。いったい何があったの？　正直に言ってごらんなさい」

　これまでにないほど優しい口調でそう言われ、奈美と対峙して以来張り詰めていた気持ちが、ふっと緩んだ。その途端、涙が溢れ、頬を伝う間もなく膝に置いた手の甲を濡らした。

　驚いた鷹子がすぐに沙耶の肩を抱き寄せ、背中をトントンと叩いてくれた。

「大丈夫、私がついてますよ」

　力強い言葉にまた涙がこみ上げ、沙耶はひとしきり鷹子の肩を借りて泣いた。

　廊下を歩くお手伝いさんの足音が聞こえ、沙耶はそれをきっかけに涙を拭いて長椅子に座り直した。

　運ばれてきた紅茶をひと口飲み、鷹子に進められるままに添えられたチョコレートボンボンを口に入れる。

「あ、美味しい」

「そうでしょう？」

　老舗和菓子店のものだというそれは、口どけがよく後味もすっきりしている。

　すぐに二つ目に手を伸ばし食べ終わると、沙耶は夫婦と奈美の関係についてと、今日彼女に聞かされた事をありのまま鷹子に話し始めた。

「なんですって？」

　話を聞き終えた鷹子が、拳を握りしめて怒りをあらわにする。言葉は多く発しないものの、その顔からは激しい憤りが感じられた。

「まず言っておくけど、その女性が言った賢人との結婚に私達親族が反対したという事実はありません。嘘八百もいいところだし、そもそも、そんな性悪女に賢人が関わるはずがないわ」

　貴子がきっぱりとそう言い切り、眉間に賢人そっくりの深い縦皺を刻んだ。

「少しここで待っていてね」

　彼女はおもむろに立ち上がると、部屋の外に出ていった。それから五分とかからずに戻ってきた貴子が、さっきよりも沙耶に近い位置に腰を下ろした。

「もう少し詳しく話を聞かせてもらえる？　できれば、あなた達が出会った頃の話から聞かせてくれたら嬉しいわ。明日は日曜日だし、なんなら今日はここに泊まったらどう？」

　そう話す鷹子の顔には、長い人生の中で刻まれた皺がたくさんある。

　今の沙耶にとって、目の前の女傑ほど頼りになる存在はなかった。心には嵐が吹き荒れたままだが、そこにどっしりとして安全な避難所を見つけたような気がしている。

「ありがとうございます。そうさせていただきますね」

　沙耶は改めて鷹子に礼を言い、居住まいを正した。

　そして、自分と賢人との出会いから今までを、嘘偽りのない気持ちを込めて語り始めるのだった。
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　その日、賢人は友人の結婚式に出席し、約束どおり二次会には出席せずにタクシーを飛ばし、自宅に帰り着いた。

　玄関のドアを開けて中に入り、棚の上に置かれたケースの中にカードキーを入れた。

（沙耶、出かけたのか？）

　今日は一日家にいると言っていたが、通常ならそこに置いてあるはずの沙耶のカードキーがない。散歩にでも行ったのかと思い、そのまま自室に向かい着替えを済ませた。

（そう言えば、うちは結婚式も新婚旅行もないままだったな）

　本当の夫婦になったのを機に、改めて結婚にまつわる行事について沙耶と話し合ってみるのもいいかもしれない。

　結婚指輪だってそうだ。

　便宜上、一応は作って置いてはあるが、二人とも必要な時以外は引き出しの奥にしまったままだった。

（せっかくだから、新しく指輪を作るか）

　賢人は自分の左手を眺めながら、口元に笑みを浮かべた。

　子供もできた事だし、何かと忙しくなる前にやるべき事をやっておいたほうがいいだろう。そんな事を考えながらキッチンに向かおうとした時、廊下向こうから何か音が聞こえてきた。

「沙耶？」

　もしかして、体調が悪くなって横になっているのかもしれない。

　賢人は急ぎベッドルームに向かい、部屋の中に入った。窓のカーテンは締まっており、間接照明がぼんやりと灯っている。思ったとおりベッドの左端がこんもりと盛り上がっており、うしろ向きの頭がブランケットから覗いてるのが見えた。

　寝ているのなら、起こしたくない。

　賢人は音をたてないようにベッドに近づこうとして、ふと足を止めた。

　よく見ると、覗いている髪の毛は明るい茶色で、あきらかに沙耶のものではない。髪色を明るくするとは聞いていないし、更に近づいてみると髪の毛にウェーブがかかっている。

「誰だ？」

　賢人が声を上げるのとほぼ同じタイミングで、ブランケットが大きく持ち上がり、奈美が身体ごと賢人のほうを振り返った。

「賢人さん、私です。奈美です」

　彼女は薄いキャミソール姿で、こちらを見る目には狂気の色が宿っている。

「野原さん、いったいここで何をしているんだ？　それに、その恰好はどういうつもりだ」

　賢人が後ずさりながらそう訊ねると、奈美はブランケットを足元に追いやってベッドの上で横向きに膝を折って座った。

「何って、賢人さんを待ってたんです。沙耶さん、ここを出ていきましたよ。たぶん、前からお付き合いがあった男性のところに行ったんじゃないかと思います。ほら、その上に証拠写真が置いてあります」

　奈美が示した部屋の入り口付近の棚を見ると、数枚の写真が置かれていた。見ると、沙耶が若い男性と談笑しているところが写っている。

「結構イケメンですよね。それ、私の知り合いが撮ってくれたものなんですけど、その二人、そのあと近くのホテルに入ったって聞いてます」

　奈美がしなを作りながらそう語り、気の毒そうな顔で賢人を見る。

「そうですか……。ちなみに、その知り合いというのは、あなたとはどういう関係なんですか」

　賢人が問うと、奈美は少し考えてから、にっこりと微笑みを浮かべた。

「まあ、言ってみれば個人的に頼んだ私立探偵ってところです。古い付き合いなので、ちょっとした頼み事ならすぐに聞いてくれるありがたい存在なんです」

　そう語る奈美の顔には、いかにもずる賢そうな笑みが浮かんでいる。

「なるほど。でも、どうして、こんな写真が撮れたんですか？　もしかして、沙耶をつけまわしていたんですか？　いったい何のためにそんな事を？」

　できる限り優しい口調で重ねて質問を投げかけると、奈美は多少こちらの様子を窺いながらも、再度口を開いた。

「実は私、一之瀬ご夫妻のハウスキーパーをしていた時、沙耶さんが浮気をしてるのに気づいてしまったんです。それ以来、つい気になって沙耶さんを観察するようになって──」

「なるほど。……ここに写っている男性については、僕も前から知っていました。その探偵さんはかなり優秀な人のようですが、もしほかにも知っている事があれば教えてくれませんか」

　賢人は奈美と距離を保ったまま、言葉巧みに彼女から話を聞きだした。

　彼女曰く、賢人の事を気の毒に思いながらも、最初はただ見守っているだけだったという。

　しかし、沙耶の浮気はどんどんエスカレートしていき、目に余るほどのものになったのだ、と。

「だから私、写真を撮ってくれた知り合いに頼んで、沙耶さんの動向を見張ってもらうようお願いしたんです」

「そうですか……。それで、あなたはどうして今ここに？　カードキーは契約を解除した時にそちらの会社側で破棄するよう頼んだはずですが。もちろん、あなたがそれを持っているのは僕のためを思っての事でしょうから、あなたを責めるつもりはありませんよ」

　賢人は感情を抑え、極力優しく聞こえる声音で、そう言った。

　賢人が自分の話を信じているらしいのに気をよくしたのか、奈美はおもねるような声を出して身をくねらせた。

「カードキーは私が上司に言って取っておいてもらったんです。それで、ここにお邪魔させていただいたってわけです。だって、あまりにも賢人さんが可哀想で……。もし賢人さんが望むなら、私がいろいろと慰めて差し上げようと思って」

　やたらと目をパチパチさせながら、奈美が意味ありげな微笑みを浮かべた。

「それはどうも。でも、よく沙耶がここに居ないとわかりましたね」

「私設探偵が、近くのマンションを借りて、四六時中動向を見張ってくれてますから。そこからだと、双眼鏡を使えばここのエントランスが見えるんです」

　奈美が得意げに話し、頬にえくぼを作りながら胸をさりげなく揺する。

　大きいばかりでまったく魅力のない胸元を見せつけられ、賢人は嫌悪感で微かに身を震わせた。　

「ほう……それはすごい。すごく気が利いてるし、いろいろと助かりますよ。ほかには何か対策を取ってくれていますか？　たとえば、部屋に盗聴器を仕掛けてくれていたり、監視カメラを設置していたりとか。もしそうなら、言ってください。今後夫婦関係を見直すためには、できるだけ証拠があったほうがいいですからね」

　賢人が言葉巧みに誘導すると、奈美は嬉しそうにペラペラと話し出した。

「ふふっ、さすがにカメラまでは……。でも、私設探偵がお二人がお留守の時に盗聴器を着けてくれたんです。別にそうしろって言ったわけじゃないのに、自主的にそうするって言い出して、じゃあ、お願いねって感じで」

　自宅に盗聴器まで仕掛けていたとは……。

　賢人は内心激しい怒りを感じながらも、どうにか冷静を装い続ける。

「さすがですね。本当に気が利いてる」

「喜んでいただいてよかったです。だから私、お二人の会話とかも結構聞かせていただいてたんですよ。沙耶さんが妊娠したのも知ってます。最近の盗聴器って、高機能ですね」

「仕掛けてくれた、あなたの知り合いの方も、かなりのプロフェッショナルですね」

「う～ん、まあ、昔はいろいろしてた人ですから」

「なるほど、経験と実績を積んできたというわけですか。すばらしい」

　賢人は鷹揚に微笑みながら拍手をした。

　ここまで聞けば、奈美の目的は明らかだし、彼女がそのために何を企み実行に移したかはおおかた把握できた。

　そうでなくても、いい加減我慢の限界だ。

　賢人は、過去数人の女性からストーカーなどの迷惑行為を受けた事がある。

　いずれも一方的に自分の気持ちを押し付けてきたし、拒むとさらに暴走して始末に負えない場合もあった。その時の経験から奈美に対しても冷静に対処することができたわけだが、今回は別格の質の悪さだ。

　賢人は近くにあるソファに置かれた奈美の洋服を掴むと、彼女のほうに投げ渡した。

「とにかく洋服を着てもらえますか。もうじきセキュリティ会社の担当者がここにくるはずです。今の会話はすべて録音しましたから、言い逃れはできないと思っておいてください」

　賢人はポケットからスマートフォンを取り出し、録音中であるのがわかる画面を奈美に示した。

「は？　セキュリティ会社って……な、何？　どうして？　ちょっと待って──私が何をしたっていうんですか？　それに、実際に沙耶さんは男性と浮気してるんですよ？　さっき証拠写真を見たじゃないですか！　お腹の子だって、きっとその男性の子ですよ！」

　奈美がベッドから下りて、こちらに向かって来ようとする。

「あなたの私立探偵は、所詮素人ですね。あれは沙耶の実の弟ですよ」

「えっ……嘘っ……弟だなんて聞いてない！　だって、ぜったいに浮気相手だし、ものすごくイチャついてたって言ってたのに……あの野郎、嘘を吐いたわね。ちくしょう！」

　奈美が拳でマットレスを叩き、口汚く悪態をついた。

「とにかく、沙耶さんと別れて私と暮らしましょうよ！　私、奈美さんにちょっとした作り話を聞かせてあげたんです。それも、私と賢人さんが幸せなるためだと思って。それくらい許してくれますよね？　ね、そうでしょう？」

　焦って血迷ったのか、奈美がキャミソールの前を開け、半裸状態になる。

　賢人は咄嗟に横を向き、すんでのところで見るのを逃れた。

「ほら、私なら沙耶さんと違って骨盤がしっかりしてるし、いくらでもあなたの子供を産んであげられるわ！　私、賢人さんを見た時から、抱かれたいってずっと思ってたの。ねえ、今すぐに子供を作りましょうよ！」

「馬鹿言っちゃいけない」　

　賢人は素早く身をひるがえし、すみやかに部屋の外に出ると、ちょうどやってきたセキュリティ会社の担当者に侵入者の存在を告げて外に出た。

　それからほどなくして、奈美は男性二人に暴れる腕を押さえつけられながら連行されていった。

　第三者を巻き込んでのカードキーの不正所持と、ストーカー行為の依頼。不法侵入や盗聴など、いったいどうしてここまでやろうと思ったのか……。

　どうであれ、奈美という女性は、賢人が思っていたよりもはるかにずる賢く夫婦にとって害のある人物だったのだ。

（くそっ……油断した。僕とした事が取り返しのつかない大失態を犯してしまった）

　賢人は奥歯を噛みしめて憤り、頭の中で自分自身を罵倒した。

　察するに、沙耶は奈美にある事ない事吹き込まれ、ショックを受けてここを出ていったに違いない。

　急いで沙耶に連絡を取るも、スマートフォンからは留守番メッセージが流れるのみだ。

　セキュリティ会社にあとの事を一任し、状況報告を受けながら引き続き沙耶に電話をかけメッセージを送る。

　何度目かの発信でようやくコール音が途絶え、電話が繋がった。

「もしもし、沙耶？　今どこにいる？　無事でいるんだろうね？」

　そう言うや否や、耳元で「あなたこそ今どこにいるの！」と一喝される。

　聞こえてきた声は、間違いなく父方の祖母の鷹子だ。電話の向こうがどんな状況になっているかは、多少察しがつく。

　賢人は沙耶が鷹子の自宅にいる事を確認すると「今から向かいます」とだけ告げて、急ぎ駐車場へと駆け出して行った。
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　一連の騒動になんとか収まりがついたのは、日曜日の夜の事だ。

　沙耶が鷹子の家ですべてを話し終えた頃、ふと思い立ってスマートフォンを確認すると賢人からの連絡通知が何十件と入っていた。

　何も言わないまま出てきたのだから、心配するのはわかる。けれど、それにしても数が尋常ではなかったし、いったいどうしたのかと思っていたところに賢人からの着電があった。

　ちょうど二人してスマートフォンの着信履歴を見ている時だった事もあり、発信元が賢人だとわかるなり鷹子が沙耶より先に受電し、声を張り上げた。　

『あなたこそ今どこにいるの！』

　一時間もしないうちに賢人が部屋に駆け込んできて、それからが大変だった。

　事実と誤解、嘘と真実がごちゃ混ぜになり、それらを正しく整理するのにそれ相応の時間と忍耐力を要した。

　家を逃げ出しはしたが、沙耶は賢人を信じていた。

　奈美との関係や彼女の妊娠など、たとえ受け入れがたい事実があっても、本当の夫婦になる前の事までは攻めたくはない。

　そう思っていたが、いざ顔を合わせてみると様々な感情が入り混じって、言葉にならなかった。

　それを助けてくれたのは鷹子であり、賢人もまた駆けつけるなり沙耶を心配し、身体を気遣ってくれた。

　鷹子を二人の間に据えて三人で話し合い、最終的にわかったのは賢人を信じたのは間違いではなかったという事実だ。

　話している間に、セキュリティ会社から自宅に設置されていた盗聴器を押収したとの連絡があった。

　その時点ではっきりした奈美の悪事は、盗聴器の設置と、カードキーの不正所持。

　加えて、それらを可能にした第三者への教唆と悪質な虚言。

　更には鷹子が昼間部屋を出たほんの数分で手配した調査会社から結果の報告が届き、彼女が多額の負債を抱えている事や結婚詐欺まがいの事をしていた過去を暴き出してくれた。

　つまり、奈美は賢人の妻の座を沙耶から奪おうと考え、ありえない嘘をそれぞれに吹き込み、それを信じさせようと奮闘していたというわけだ。

　まさかの話を聞かされ、沙耶は頭が混乱して言葉もない。

　奈美とはそれなりの関係を築いていたと思っていたが、すべては沙耶を油断させるための策略に過ぎなかったのだ。

『賢人、いずれにしてもここまで事が大きくなったのはあなた自身に責任があります』

　鷹子に言われ、賢人はそれを否定する事なく沙耶に重ねて謝罪してくれた。

　いろいろあったが、無事夫婦の危機は回避できた。

　人の悪意が、これほど恐ろしいものだったとは……。

　もう二度と、こんな思いはしたくない。

　土曜日は結局予定どおり沙耶だけ鷹子の家に泊まらせてもらい、ついさっき迎えに来てくれた賢人とともに自宅に帰り着いたところだ。

「疲れただろう？　すぐに横になる？　それとも風呂に入るか？」

　賢人がリビングに入るなり沙耶をソファに座らせ、お腹に手を当てる。

「賢人こそ疲れたでしょう？　あの……何も言わないで家を出てごめんね。賢人の事、信じてたけど、あの時はどうしようもなく気が動転して……それに、家に一人きりでいるのが耐えられなかったの」

「わかってるよ」

　肩を抱き寄せられ、額にキスをされる。

　二日ぶりに彼の温もりを感じて、沙耶は深呼吸をしたあと安堵のため息をついた。

「謝るのは僕のほうだ。祖母に言われたからじゃなく、心からそう思ってる。以前の経験を活かして気をつけているつもりだったのに結局大事な人を傷つけてしまった。本当にごめん」

「わかってる。賢人は悪くない」

「いや、『トキワ家事代行サービス』に頼んだのはいいとしても、はじめから年配の女性をお願いすべきだった。そうでなくても一度きちんと顔合わせをすべきだったし、担当が若い女性だと知った時点で別の人に変えてもらうべきだった。カードキーの処理を含め、危機管理が甘すぎたからこんな事に──」

「賢人」

　沙耶は賢人の言葉を遮るようにして彼の唇にキスをした。

「そうやって反省してくれて、ありがとう。私も、奈美さんについて聞きたいと思った事をさっさと賢人に聞いていればここまで夫婦の間を引っ掻き回されずに済んだのにって思ってる。これからは、思った事や感じたことをちゃんと言うようにするから──」

　結婚当初から互いに正直であろうとしていたし、実際にそうしていた。

　けれど、賢人への想いが募るにつれ、いろいろと考えすぎていつの間にかそうでなくなっていたみたいだ。

「僕だってそうだし、これからはこれまで以上に思った事を言葉にして伝え合おう」

「うん」

　舌先が触れ合い、心まで蕩ける。賢人と触れ合うだけで安心するし、こんなにも満ち足りた気分になる。

「沙耶、僕こそありがとう。愛してる……沙耶以外の女性の事なんて考えられない。これについては、祖母も同意見だと思うよ」

　事実、過去あれほど賢人に結婚しろと迫っていた鷹子だが、自身のお眼鏡に叶うような女性がいないという理由で、今まで彼に見合いを迫った事はなかったらしい。

「その祖母が、沙耶に一度会って話しただけで、かなり気に入った様子だったよな。あれには驚いたよ。──そう言えば、なんとなく沙耶と祖母は似たところがある」

「それ、おばあさまにも同じ事を言われたわ」

　沙耶はその時の事を思い出して口元をほころばせた。

「確かに波長が合うし、はじめて会った時からなぜか話しやすかったの。でも、私にしてみれば賢人とおばあさまに似たところがあるって思うんだけど。ちょっとした表情とか、頭の回転が速いところとか」

「僕と沙耶が親しくなったのも、二人の共通点がきっかけだったね。実際に付き合ってみて、頑固で一度こう決めたら突き進むタイプなのも同じだと思ったよ。特に仕事面ではそうだな。祖母もそうだし、つまり僕達三人は似た者同士って事だ」

　賢人も鷹子も、自分とは比べ物にならないほどレベルが高いビジネスパーソンだ。そんな二人と関われた事を誇りに思うし、家族になれたのが心から嬉しかった。

「もう二度と沙耶を悲しませたりしないよ。これからは公私ともに今まで以上に頑張って、ベビーにとって最高の父親になれるよう努力する」

「私も、いい母親になれるよう頑張らなきゃ。仕事や家事はもちろん、ベビーが生まれたら育児だってこなさないと」

「オーキッドリージェンシー東京」は福利厚生も充実しており、産前産後の休業や手当金はもとより性別に関係なく育児休業制度も手厚く定められている。

　しかし、実際に育児休業制度を申請する大半は女性であり、男性は数えるほどしかいないのが現状だった。

「もっと男性が育休を取りやすいように意識改革をしなきゃダメだ。休みを取らせられないのは部下を管理する側の責任だし、育児はどちらかがサポートに回るんじゃなくて共同で行うものだからね」

　歴史ある由緒正しい一族出身の賢人だが、家事や育児については驚くほど最新の考えを持っている。それというのも、一族からは鷹子をはじめとする女傑が多く存在し、むしろ女性のほうが、夫メインの育児のサポートに回る場合もめずらしくないからだ。

「でも、うちはまだそういう考えが浸透してないよね」

「だからこそ、だ。特に本社はリモート業務が可能だし、僕達夫婦に子供ができたのをきっかけに、僕自身が手本となって男性の育休取得の慣例を作ろうと思う」

「え……そこまで考えてたの？」

「沙耶の妊娠がわかった時から、少しずつね。幸い社長は前向きに考えてくれているし、経営企画部や広報部と連携してマスコミにも情報提供すれば、うちのホテルのイメージアップにも繋がる」

「さすが社長直々に引き抜いたＣＥＯ……。賢人ってすごいのね。私もこれからはもっと視野を広くして仕事しなきゃ」

「頼りにしてるよ、一之瀬主任」

　顎を指で上向けられ、賢人と唇を合わせた。舌先が触れ合うなり、頭の中が一気にプライベートモードに変わる。

「賢人……寂しかった……」

　たった一日別の場所で眠っただけなのに、昨夜は夜が一段と長く感じられた。実質今が新婚のようなものだから無理もないが、自分がこれほど寂しがり屋だとは思わずにいたのだが……。

「僕もだ。ああ、言うのを忘れていたけど、ベッドは今朝早く新しいものに変えておいた。一度でも他人が横になったものを使うのは嫌だろう？」

　いくら快適で機能的なベッドでも、さすがにもう使いたくなくなったという賢人は、昨夜ゲスト用のベッドで眠ったようだ。

「それに、もし沙耶がここには住みたくないと思うなら、すぐに別の場所を探して引っ越してもいいよ」

　奈美は、あらゆる手を使って夫婦の仲を裂こうとした挙句、最後は夫婦のベッドにもぐりこんで賢人に関係を迫った。

　考えるだけでも、おぞましいし、もう彼女の事など思い出したくもない。

　けれど、もう悪夢は終わった。今あるのは、いっそう強くなった夫婦の絆だけだ。

「ううん、今はここがいいの。だってここには賢人との想い出があるし、はじめての夜を過ごした場所もここだったんだもの……」

「そうだな。引っ越しならいつでもできるし、今は大事な時だからじっくりと腰を落ち着けてベビーの成長を見守る事にしよう。妊婦健診やマタニティ教室にも参加して……そうだ、プレママ用の雑誌とかも買ってきたんだ。いろいろ勉強になる事がたくさん書いてあって、すごくためになったよ」

　賢人がテーブルの上の雑誌を指差す。壁際の書棚を見ると、ほかにも何冊か妊娠に関する雑誌が並んでいる。その横には子育てや幼児教育関連の本もあった。

「ねえ、賢人。私達、いいパパとママになれるよね？」

　付き合う前に話し合ったとおり、二人とも人一倍子供好きだ。

　ただし、相変わらず子供には懐いてもらえないし、依然として苦手意識が残っている。

「ああ、きっと大丈夫だ。それについてもいろいろと考えたんだが、子供に対する自分達の意識の問題もあると思う。泣かれる、怖がられる……そう思っているのを子供は敏感に察知する。表情だってそうだ。だけど、自分達のベビーが生まれるんだから自然とそう言うのも解消される──と信じたいな」

「う、うん……」

　幼少期の弟にすら怖がられた沙耶だ。

　いくらお腹に我が子が宿っているからとはいえ、確信を持って「大丈夫」と言えるほどの自信がない。

　こればかりは今後マタニティライフを送る上で、少しずつ不安を克服していくしかないだろう。

「不安か？」

「少し」

「僕もだ。だけど、いざとなったら助けてくれる味方はたくさんいるんだし、あまり気に病まないようにしよう。今はできるだけ気持ちを楽にして……幸せな気分で過ごすのが一番だ」

「うん、そうだね……ん、っ……」

　賢人の手が沙耶の頬からデコルテに移動し、左右の乳房をマッサージするように擦り始める。

「妊娠中のセックスについても調べたんだ。無事出産するまでは、あまり激しくはできないけど、スキンシップは精神を安定させるのに一番いい方法らしいよ」

「あ、んっ……は、ぁんっ……けん……と──あ、あっ……」

　カットソーの上から触られているだけなのに、いつも以上に感じてしまう。

　伸ばしていた足がソファの座面を蹴り、背もたれにそって上に上がっていく。

　スカートの裾がめくれ上がり、太ももがあらわになった。

　賢人の指が、ストッキングの縫い目を指先で辿りはじめる。ちょうど秘裂の真ん中を走っているそれを引っ掻かれ、とろとろと蜜が溢れだすのがわかった。

「もう準備出来てるから、一緒に風呂に入る？」

　花芽を指の腹で軽くタップしながら、賢人がそう訊ねてくる。

「うん、入るっ……」

　敏感なところを弄られながら聞かれては、拒むなんて選択肢があるはずもない。

　沙耶が息を乱しているのを見て、賢人が嬉しそうに目を細めた。

「じゃあ、そうしよう。僕がぜんぶやってあげるから、沙耶は楽にしていればいいよ」

　賢人に抱かれたままバスルームに向かい、脱衣所の化粧台の上に座らされる。

　賢人がニコリと笑い、先に自分の着ているものを脱ぎ始めた。軽く身体を揺すり、若干もったいぶったしぐさでシャツを脱ぎ、ベルトを外す。ボクサーパンツの腰を片方だけずらし、中央で硬く突っ張っているものを空いているほうの手で撫で上げる。

　無意識にごくりとつばを飲み込んでしまい、賢人に含み笑いをされた。

「沙耶はいつだって正直だな。身体が冷えるといけないから、ストリップはこのくらいにして中に入ろう」

　賢人に万歳の姿勢を取らされ、ブラジャーごとカットソーを脱がされる。洗面台の明るい照明の下に乳房を晒され、恥ずかしさに乳嘴がピンと尖った。

　すかさずそこにかぶりつかれ、上顎と舌で包み込むようにチュクチュクと吸われる。

　まるで赤ちゃんが母乳を飲んでいるみたいだ。

　けれど、舌遣いが卑猥すぎて、ついつい声が漏れてしまう。

「あんっ！　あ、ふぅ……あっ、あっ……」

　賢人に縦抱きにされた姿勢でバスルームに入り、バスタブの横の広いスペースに座らせてもらう。

「寒くない？」

「うん、ちっとも」

　そう話している間も、ずっと胸を愛撫され、息は荒くなる一方だ。身体に添って徐々に降りて行く彼の唇が、お腹の上で止まる。

　賢人が微笑みながら下腹に何事か囁く。

「なあに？　ベビーとお話？」

「そうだよ。これからは、毎日こうして話しかけて、生まれる前から仲良くなっておこうと思って」

「それ、いいわね。私もそうする」

　子供好きなのに子供が苦手な二人だ。今から我が子とコミュニケーションを取っておくに越した事はない。

「ベビーちゃん、パパとママよ。聞こえてるかな？」

「ベビーちゃん、ママもパパも生まれてくるのを楽しみに待ってるからね」

　お互い、普段とはまるで違う声のトーンで話すのが可笑しかった。

　笑いながらひとしきり話しかけたあと、賢人のキスが唇に戻ってきた。微笑んで見つめ合っているうちに、舌が絡み合い、いったん落ち着いていた息がまた荒くなり始める。

「女性は体内に子を孕むと綺麗になると聞いていたけど、本当だね。今の沙耶は神々しいほど魅力的だ」

「ふふっ……賢人ったら、どんどん褒め上手になっていくのね」

「本当にそう思っているし、事実を言っているまでだよ」

　身体の至るところを賢人の掌が這い回り、唇がそのあとを追いかけるようにして肌にキスを落としていく。

「賢人……私、賢人と夫婦になれて、ものすごく幸せ……」

「僕もだよ。沙耶がここに居てくれる事には感謝しかない。この世に生まれてきてくれた事もありがたいし、こうして沙耶にキスできるのだって嬉しくて仕方ないよ」

　賢人が沙耶の右足を手に取り、つま先に唇を寄せた。

　まるで姫君を崇拝する騎士のような恭しいしぐさでキスをされ、沙耶は思わずつま先を引こうとする。

　けれど、足をしっかりと掴まれており逃げようがなかった。

「賢人……」

「沙耶、愛してるよ」

「あんっ……あ、あ……ぁふ……賢人……あ……んっ……」

　賢人の唇がつま先を離れ、脛と膝に何度となくキスをする。太ももの内側に鼻面を擦りつけられ、自然と脚が開いていく。

　いつの間にか腫れ上がっていた花芽をチロチロと舌でくすぐられて、そのまま軽く達しそうになった。

「ふぁっ……あ、んっ……賢人……なんだか、すごく感じちゃう……あ、あ……」

「妊娠すると感度がよくなる場合があるらしいよ。沙耶もそうなのかもしれないね」

　賢人の愛撫は、これまでとは違ってゆっくりだし、さほど激しくない。けれど、その分ねっとりと濃厚で、より深いところまで快楽が押し寄せてきている。

「セックス……好きだろう？　乳嘴やここにキスをされるのも、舐めてもらうのも大好きだね？　ほら、こんなにヒクヒクして……。沙耶のここは、身体の中で一番正直なんじゃないかって思うくらいだ」

　視線を合わせながらそんな事を言われ、秘裂がキュンキュンする。

「今、いやらしい音がしたね。何か気持ちいいものを咥えたいって感じかな？　すごくものほしそうだよ」

「ぁ……や、ぁあんっ……そんなエッチな事……言っちゃ……あ、あっ……」

「さっき言っただろう？　これからは、思った事や感じたことをちゃんと言うようにするって。沙耶も遠慮なく言ってごらん。そのほうが、きっと何倍も気持ちよくなれるよ」

　秘裂をペロリと舐められ、快感のあまり身体が浮き上がった。

　背中を支えられながら身体を引き寄せられ、浴室用のマットレスの上に仰向けになる。

　厚みのあるそれは、ほんのりと温まっており床の硬さもいっさい感じさせない。

「これ、新しく買ったの？　すごく柔らかくて寝心地がいいのね」

「そうだろう？　これからお腹が大きくなるし、できるだけ楽な体勢でいてほしいからね」

　賢人が沙耶の頭のほうに回り、髪の毛を丁寧に洗ってくれた。プロさながらの指使いで頭皮をマッサージされ、心地よさに口が半開きになる。

　それが終わると、次に石鹼を専用のタオルで泡立て、掌を使って沙耶の身体を丁寧に洗い始める。

「ふっ……なんだか、くすぐったい……んっ……あ……あんっ……あぁ……」

　くすぐったかったのは、ほんの一瞬だけ。

　みるみるうちに全身を泡だらけにされて、それと同時に身体のあちこちにヒリヒリするような愉悦の種が芽吹いた。

「乳嘴もクリトリスもパンパンに腫れ上がって勃起してるね。妊娠すると性欲も増す場合もあるらしいけど、沙耶もきっとそうだね」

　突端をクルクルと丸く撫でられ、じっとしていられなくなった。

「クリ……あんっ！　あ！　あっ……！」

　たまらずに膝に手を置いて身を捩ると、自然と踵が浮いて秘裂を賢人に見せつけるような格好になってしまった。

「自分から誘うなんて、沙耶は淫乱な妊婦さんだね。大好きだよ」

　上向けた蜜窟に屹立の先を押し当てると、賢人がゆっくりと腰を前に進めてきた。

「あ……あ、ぁあんっ！」

　決して激しくはない。

　けれど、熱い蜜壷の中に硬くしなやかな肉棒を沈み込ませるような感覚がたまらない。

　沙耶は上から覆い被さってくる賢人を見つめながら、うっとりと瞬きをした。

「きもち……い……い……。賢人……」

　切っ先が最奥まで達し、さざ波のような愉悦が全身を包み込んだ。

　見つめ合い唇を合わせながら、互いに繋がっている悦びに酔いしれる。

「僕も、すごく気持ちいいよ」

　妊娠初期なのを気遣い、賢人は挿入したまま動かずにいる。その優しさが嬉しくて心ばかりか身体まで震えてきた。

「あ、んっ……」

　彼を咥え込む奥が、ひっきりなしに蠢いているのがわかる。締め付けるごとに賢人のものが硬さを増し、括れがいっそう反り返って得も言われぬ快感を引き起こしてきた。

「ひっ……あ、あっ……」

「沙耶……そんなに奥を動かすと出てしまうよ」

　賢人が眉間に縦皺を寄せながら、切なげな声を出した。

「わざとじゃないし……賢人こそ、ビクンビクンさせないで……ほら、また……ああんっ！」

　切っ先が蜜窟の中で太さを増し、中の襞を捲り上げる。

「動いてるのは僕じゃなくて沙耶だろう？　今だって、まるで口で舐めたり吸われたりしてるみたいだ……ほら、こんなふうに──」

　唇の先を吸われ、舌先でそこを愛撫される。

「やぁんっ……そんなこと言われたら余計感じちゃうからっ……」

　卑猥な舌の動きにほだされ、沙耶は完全に我を忘れて悦楽に身を任せた。

「あっ……来るっ！　も……イッちゃう……あんっ！　ゃああああああっ！」

「沙耶……、っ……！」

　切っ先から熱い精がほとばしり、蜜窟の中を満たした。蜜と交じり合ったそれが、なおも収縮する蜜壁に押し出されていく。

「沙耶……さっきの台詞、すごく可愛かったよ。また今度聞かせてくれる？」

「ぅうんっ……賢人ったら──」

　挿入しただけで満ち足りた二人は、きつく抱き合ったまま何度となく唇を合わせ、改めて愛を誓いあうのだった。







第六章　幸せな妊婦生活








　秋も深まり、街のあちこちにハロウィンの飾りつけを見かけるようになった。

「オーキッドリージェンシー東京」が今秋実施するイベントも、いよいよ来週からスタートする。

「ハロウィンの謎～魔法のオバケ学校～」と称したそのイベントは、沙耶が発案し、後輩の女子社員とともに企画して採用されたものだ。

　期間は十月の一日から十月三十日まで。

　内容はハロウィンムード溢れる特別ルームの宿泊と食事。それにホテル内を周遊しながらの謎解きと、屋上特設会場で行われるオバケ学校でのマジック教室への参加がプラスされる。子供達がイベントに参加している間に、大人用にホテル内のレストランやバーでハロウィン色満載のアフタヌーンティーやカクテルなども準備した。

「一之瀬主任、お腹冷えませんか？」

　金曜日の午後、イベントの最終ミーティング中に真木が沙耶を気遣って声を掛けてくれた。

「ありがとう。大丈夫よ。高田さんが淹れてくれた葛湯のおかげでポカポカしてる」

「そうですか。よかったです。うちの祖母が妊娠中の女性は特に身体を冷やしちゃいけないからって、持たせてくれたんですよ」

　高田が言い、嬉しそうに微笑みを浮かべる。

「ありがとう。私、いい後輩に恵まれてるよね。ほんと、いろいろと助けてくれて感謝してます」

　沙耶が頭を下げると、後輩の二人が揃って恐縮する。

「助けられているのは私達のほうですよ。だから、今回は恩返しをされているつもりでゆっくり休んでくださいね」

「うん。そうさせてもらうね」

　現在沙耶は妊娠四カ月。

　胎盤が完成して流産の心配がほとんどなくなったものの、最近はつわりが激しくて仕事中も気分が悪くなる事もしばしばだ。それとは別に、お腹の張りが激しいため、かかりつけの産婦人科医から数日間の自宅安静を勧められた。

　イベントもスタートするし、できる事なら休みたくない。けれど、賢人と相談した上で、ベビーの事を考えて来週いっぱい休ませてもらう事にしたのだ。

　幸い有休はたくさん残っており、直属の上司にも快く受け入れてもらった。

「久本部長もいいタイミングで左遷──いえ、異動してくれましたよね」

　高田が言い、真木がそれに同意する。

　賢人が秘密裏に進めていた調査の結果、副社長が陰でいろいろと犯罪まがいの事をしていたのが明るみになった。当然副社長は解任され、彼の威を借りていた怠け者達もろともいわゆる出世コースからは完全に外れた道を辿る事になったのだ。

「ほんとに～。新部長は社長派だしイケオジだし、言う事なしですよね～」

　前営業企画部長の久本は、つい先日グループ会社に異動になり、今は斎さい藤とうという五十代の男性が部長を務めている。

「斎藤部長の奥さまも妊娠中ですし、いろいろとわかってくれてていいですよね」

　斎藤の妻はまだ三十代で、もうすでに子供が二人いると聞く。以前人事部にいた事もある彼は、前任者よりもはるかに人柄がよく考え方も柔軟だ。

「あ～あ、私も早く結婚したいな～。それで、一之瀬主任みたいにバリキャリのママを目指した～い」

「私も～！」

「結婚」イコール「幸せ」ではない。現に、かつての沙耶は結婚なんてまったく頭になかったし、一生独身を貫くつもりだった。

　そんな自分が、今では生涯をともにしたいと思う人と出会い幸せな妊婦生活を送っている。

　それだけに、可愛い後輩達にもいい人と巡り合って幸せになってほしいと思う。

　その日の仕事が終わり、沙耶は同僚達に見送られながら定時で退社して帰途についた。

　つわりといっても、沙耶の場合は食べづわりで食欲は旺盛だ。帰りながらも夕食のメニューが頭に思い浮かび、口の中に唾が溜まる。

（今晩はポトフとアジの南蛮漬けとチキンサラダだったよね。何かデザートでも買っていこうかな）

　新しいハウスキーパーの中なか野のという女性は、過去保育士の経験もある特別優秀な社員だ。

　すでに孫もいるという彼女は当然ながら家事全般を得意としており、特に料理に関しては一流レストランのシェフさながらの腕前だった。

　彼女が勤務する会社はベビーシッターサービスもあり、家政婦の個人契約もしている。沙耶が産休後に職場復帰する際は、中野にベビーシッター兼ハウスキーパーとして再契約をしてもらう予定だ。

（私って、つくづく幸せ者だなぁ。いろいろあったけど、今はいい人ばかりに囲まれて、言うことなしって感じだもの）

「奥さん、何をニヤニヤして歩いているんですか？」

　うしろから追い越しざまに声を掛けられ、沙耶はハタと足を止めて自分の前に立ちはだかるイケメンの顔を見て目を丸くする。

「賢人！　もう、びっくりしたぁ」

　沙耶が笑いながら拳で彼の胸を叩くと、その手を大きな掌が包み込んだ。

「驚いた？　ごめん。お腹のベビーもびっくりかな？　ごめんよ、パパが悪かった」

　賢人が沙耶の腰の高さまで屈んで声を掛けると、僅かだがポコンとお腹を蹴られたような気がした。

「あ。今、お腹を蹴られた」

　沙耶が下腹に手を当てると、賢人が顔をぱあっと輝かせた。

「ほんとか？　やった！　お腹のベビー、僕の声にも反応してくれたんだな」

　これまでに、何度かお腹を蹴られた事があった。けれど、いずれも沙耶の声に反応したものばかりだったのだ。

「ほら、人が見てる。行きましょ」

　人目をはばからず喜ぶ賢人を見て、沙耶はますます笑顔になる。歩きながらクスクス笑う沙耶を見て、賢人までつられて笑い出した。

「沙耶が幸せそうで嬉しいよ」

「私も賢人が幸せそうで嬉しい。……ねえ、賢人。縁って不思議だね。人の気持ちもそう。賢人と結婚したのも賢人と本当の夫婦になれたのも、二人が出会う前の私には想像すらできなかった展開だもの」

「僕だってそうだ。沙耶に出会えたおかげで見えてくる景色がグンと広がったし、色鮮やかになったよ」

「私も」

　沙耶は賢人の腕に手を回し、彼の顔を見上げた。

「賢人、愛してる」

「僕も愛してるよ、沙耶。……早く二人きりになりたい。帰ったら、先に風呂に入る？」

　妊娠して以来、賢人は毎日沙耶と一緒に風呂に入りたがる。そして、甲斐甲斐しく全身を洗いながら、お腹に話しかけるのを楽しみにしているのだ。

「うーん、お腹が空いたから食事が先でもいい？」

「もちろん、いいよ。沙耶のポッコリお腹、すごくセクシーでそそられるんだよな。食べたらもっと膨らんで、ゾクゾクするほど色っぽくなるし──」

「賢人ったら、声が大きいっ……」

　うしろからやって来た人からの視線を感じて、沙耶は賢人の腕をつねりながら顔を赤くする。けれど、その顔には今の幸せを噛みしめているような笑顔が浮かんでいるのだった。








エピローグ








　沙耶の妊娠が発覚してから、およそ八カ月後に無事女の子が産まれた。

　双方の両親や祖父母は諸手を挙げて喜び、手助けが必要ならすぐに飛んでくると言ってくれている。

　出産に多少時間はかかったものの、母子ともに健康で産後の肥立ちもよかった。

　両親達のバックアップ体制も万全で、沙耶は現在産後休業中だ。

　賢人はと言えば出産後すぐに育児休暇を取得し、貴重な新生児の時期を親子三人で過ごせた事に大喜びだった。

　その時の体験を会社のホームページに載せたところ、各方面から賢人宛に取材申し込みが殺到。大手ニュースサイトに「イクメンＣＥＯ」として紹介された上に、テレビ出演まで果たした。

「育児をやって当たり前なのに『イクメンＣＥＯ』なんて呼ばれ方はどうかと思うな」

　賢人は若干不満げだが、彼の存在は自社はもとより記事や出演した番組を見た人達に対する啓蒙になったのは事実だ。

「社長も、もっと福利厚生を充実させるって言ってるんでしょう？　就活サイトでのポイントも高いし、結果オーライだよ」

「まあ、それはそうなんだけど」

　社内では当初、ＣＥＯが育児休暇を取得する事を不安視する者もいたが、結果的にその心配は杞憂に終わった。

　それというのも、当然ではあるが賢人がしっかりと準備を整えていたからだ。それに、上の者が持っている業務を引き継ぐことで、部下の育成や組織としての柔軟性を高める事に繋がったのもよかった。

「育児は思った以上に大変だけど、それをできる幸せのほうが大きいと思う」

　賢人は出産を祝いにやって来る友達や仕事仲間にそう言ってはばからない。それも生まれたばかりの我が子の可愛さや大切さを、一日中ともに居て感じ育んできたおかげもあるのかもしれない。

「ん？　起きたんじゃないか？」

　隣の部屋から聞こえてきた泣き声に、賢人が素早く反応する。リビングを出た彼が、まもなくしてベビーを抱いて部屋に戻ってきた。ベビーはすでにオムツを変えてもらった様子で、機嫌よく手足をばたつかせている。

「おはよう、桃もも花かちゃん。お目目パッチリだね～」

　夫婦でいろいろと検討した結果、ベビーは「桃花」と名付けた。現在生後二カ月の桃花は、標準よりも大きく育っており、髪の毛もふさふさしている。

「いっぱい寝たから、お腹ペコペコかな？　はい、ママ。バトンタッチだ」

　賢人がソファに座る沙耶の腕の中に、桃花を抱っこさせてくれた。

　授乳する沙耶の隣で、賢人が嬉しそうに目を細める。

「可愛いな」

　妊娠当初、夫婦は揃って自分達が我が子から怖がられやしないかと心配したものだ。

　しかし、そんな不安は出産を終えるとともに綺麗さっぱり消えさり、まるでそんな事実はなかったかのような育児生活がスタートした。

　言うまでもなくベビーは育て守る者がいなければ生きられない存在だ。

　ただでさえ慣れない子育てでてんやわんやなのに、苦手意識など知らない間に吹き飛んでしまっていたのだ。

「ほら、こんなに可愛いんだぞ。これからもっと可愛くなっていくんだろうけど、今だけしかない可愛さをすぐ近くで見守って、目に焼き付けておかなくてどうするんだ。なぁ、桃花ちゃん」

　娘が愛おしくて仕方がない様子の賢人を見て、沙耶は含み笑いが止まらない。営業企画部主任としては、育児をともに頑張るパパ向けになにかイベントを立案出来ないかと考えたりしている。

「リモートでも仕事ができるんだし、特にうちの会社では今後男性の育休取得率も上がるかもね」

　沙耶自身も、落ち着いたらまずはリモートで仕事をはじめたいと思っていた。賢人も賛成してくれているし、出産後の職場復帰の在り方のひとつとして浸透していけばいいと考えているようだ。

「……いいなぁ、桃花ちゃん。ママのおっぱい、美味しそうだね」

　賢人が授乳中の沙耶に近づき、空いているほうの乳房を触ろうとする。すると、桃花が小さな手を伸ばしてそれを阻止した。

「え？　今の偶然か？　桃花ちゃん、パパには分けてくれないのかな？」

「ふふっ、そうみたいね」

　桃花の手に指先をキュッと握られ、賢人の残念そうだった顔がデレデレ顔に変わる。

　それを見る沙耶もまた、目尻を下げてにっこりした。

　今この時の多幸感は、きっと一生忘れられないだろう。

　沙耶は父子が繋いだ手の上に掌を重ねた。そして、桃花の頭のてっぺんに唇を寄せたあと、微笑みながら賢人とキスを交わすのだった。

　


おわり
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　このたびは「仮面夫婦から淫靡で甘い夫婦になるまで」をお求めいただき、ありがとうございました。有允ひろみです。

　今回のカップルは同じ職場の上司と部下。お互いに対する愛はありませんでしたが、社内恋愛で結婚した二人です。

　結婚は縁とタイミングだ、なんて言いますがこの二人の結びつきもまさにそれ。

　ビジネスパーソンとして互いにリスペクトはしていたものの、話すのははじめて。

けれど、ひょんな事から共通点が見つかり、それがきっかけでトントン拍子に夫婦になってしまいました。

　職場が同じだと、必然的に会う回数も多くなる。同じものを何度も見聞きするたびに好感度が高まるのを「単純接触効果」というそうですが、沙耶と賢人は出会ったその日に結婚を決めてしまいます。

　そんなのありか？　と思いますが、昔ながらの見合い結婚を思えば、こんなはじまりかたもなくはないと思います。

　結婚してから恋愛がはじまる──それもひとつの恋愛のパターンですよね。しかも、夫婦なのに互いの気持ちがわからなくてヤキモキしてしまう……。

　ましてや「浮気ＯＫ」と決めていたせいで、疑惑があってもそれを容認しなければならないというモヤモヤもあって……。

　そんなジレジレなラブラブっぷりを楽しんでいただけたら嬉しいです！

　それでは、また別の作品でお会いできるのを楽しみにしております。
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